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概要とアーキテクチャ

July 19, 2023

NetScaler BLXアプライアンスは、NetScalerソフトウェアフォームファクタです。これは、市販の既製サーバー
(COTS)上のベアメタル Linuxでネイティブに動作するように設計されています。

NetScaler BLXアプライアンスを使用する利点は次のとおりです。

• クラウド対応。NetScaler BLXは、クラウド上での実行に対してデイゼロサポートを提供します。

NetScaler BLXアプライアンスは、クラウド上でプロビジョニングされた Linux仮想マシン上でソフトウェ
アアプリケーションとして実行されるため、クラウド上での実行に認定は必要ありません。

• 管理が容易。Linuxオペレーティングシステムの一部として利用可能な標準ツールを使用して、NetScaler
BLXアプライアンスを簡単に監視および管理できます。NetScaler BLXアプライアンスは、既存のオーケス
トレーション設定に簡単に接続できます。

• サードパーティ製ツールのシームレスな統合 Linux環境でサポートされているオープンソースツール（監視、
デバッグ、ロギングなど）は、NetScaler BLXアプライアンスとシームレスに統合できます。統合ごとに個別
のプラグインを開発する必要はありません。

• 他のアプリケーションの共存。NetScaler BLXアプライアンスはソフトウェアアプリケーションとして実行
されるため、他の Linuxアプリケーションも同じホスト上で実行できます。

• DPDKサポート。NetScaler BLXアプライアンスは、パフォーマンス向上のためにデータプレーン開発キッ
ト（DPDK）統合をサポートしています。NetScaler BLXアプライアンスは、DPDKオープンソースライブ
ラリを使用してパフォーマンスを向上させ、パケット処理における Linuxカーネルのボトルネックを克服し
ます。

一般的なアーキテクチャ

NetScaler BLXアプライアンスは、NetScaler ADCのソフトウェアフォームファクタであり、従来の NetScaler
ADCアプライアンスと同じ機能を提供します。NetScaler BLXアプライアンスは、Linuxシステムではユーザー空
間アプリケーションとして実行されます。BLXアプライアンスは、パケットの Rx/Txと NICポートの管理に Linux
ドライバを使用します。NetScaler BLXの起動フェーズで作成された仮想インターフェイスblx0およびblx1は、
カーネルと BLXアプライアンス間の通信に使用されます。

ネットワークモード

NetScaler BLXアプライアンスのネットワークモードは、Linuxホストの NICポートをホスト上で実行されている
他の Linuxアプリケーションと共有するかどうかを定義します。NetScaler BLXアプライアンスは、次のいずれか
のネットワークモードで実行するように構成できます。
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• 共有モード
• 専用モード

共有モード

共有モードで実行するように構成された NetScaler ADC BLXアプライアンスは、Linuxホストの NICポートを他
の Linuxアプリケーションと共有します。

共有モードの NetScaler ADC BLXアプライアンスには、192.0.0.1/24のネットワークアドレスが自動的に割り当
てられます。

共有モードの NetScaler ADC BLXアプライアンスは、管理およびデータトラフィックに使用される単一の IPアド
レスで動作します。NetScaler ADCが所有するすべての IPアドレス（NSIP、SNIP、VIPなど）の IPアドレスは
192.0.0.1ですが、ポート番号は異なります。つまり、この単一の IPアドレス (192.0.0.1)は、NSIP、SNIP、およ
び VIPとして機能するために異なるポート番号を使用します。

Linux NICポートは BLXアプライアンスと他の Linuxアプリケーション間で共有されるため、IP NATテーブルが
BLXアプライアンスのカーネルに追加されます。Linuxホストはこの IP NATテーブルを使用して、NetScaler BLX
アプライアンスに属する Linux NICポートで受信したパケットを認識します。

Linux ホストは、受信したパケットの宛先 IP アドレスを NetScaler ADC BLX アプライアンスの IP アドレス
（192.0.0.1）に変換して NATを実行します。NetScaler BLXアプライアンスは、blx0およびblx1仮想インター
フェイス（veth）を介してパケットを受信します。

NetScaler BLXアプライアンスは、受信したパケットを処理し、blx1およびblx0仮想インターフェイスを介して
Linuxカーネルに送信します。Linuxホストは、BLX IP NATテーブルを使用してこれらのパケットに対して NAT
を実行し、Linux NICポート経由で宛先に送信します。

専用モード

専用モードで構成された NetScaler ADC BLXアプライアンスには専用の Linuxホスト NICポートがあり、他の
Linuxアプリケーションとポートを共有しません。

ホスト上の他の Linuxアプリケーションには、NetScaler BLXアプライアンス専用の Linux NICポートが表示され
ません。

専用モードの NetScaler ADC BLXアプライアンスでの IPアドレス指定スキームは、従来の NetScaler ADCア
プライアンスの IPアドレス指定スキームと似ています。専用モードの NetScaler ADC BLXアプライアンスでは、
ADCが所有する IPアドレス（NSIP、SNIP、VIPなど）が異なる IPアドレスを持つことができます。

共有モードとは異なり、専用モードの NetScaler ADC BLX アプライアンスでは NAT 操作は必要ありません。
NetScaler BLXアプライアンスは、構成された専用 Linux NICポートを介して、外部ネットワークデバイスとの間
でパケットを直接送受信します。
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専用モードのNetScaler ADCBLXアプライアンスは、引き続きblx0およびblx1仮想インターフェイス（veths）
を使用して、SYSLOGおよびその他の管理関連情報を Linuxカーネルに送信します。

データプレーン開発キット（DPDK）をサポートするNetScaler ADC BLXアプライアンス

NetScaler BLXアプライアンスは、パケットの受信/送信と NICポートの管理に従来の Linuxドライバーを使用し
ます。Linuxドライバを使用してユーザースペースの Linuxカーネルと BLXアプライアンス間で送信されるパケッ
トには、いくつかのオーバーヘッドがあります。これらのオーバーヘッドは BLXアプライアンスのパフォーマンスに
影響します。

NetScaler BLXアプライアンスには、あらゆるパケットを処理するための完全な TCP/IPスタックがあります。BLX
アプライアンスが基盤となる Linux NICポートからパケットを迅速に受信できる場合は、ネットワークパフォーマン
スが向上します。

データプレーン開発キット (DPDK)を使用すると、このボトルネックを解消できます。DPDKは、ネットワークパフ
ォーマンスを向上させるために使用されるオープンソース Linuxライブラリとネットワークインターフェイスコント
ローラーのセットです。DPDKの詳細については、DPDKの公式ウェブサイト https://www.dpdk.org/

DPDKはカーネルのバイパスに役立ち、パケットをユーザースペースアプリケーションに直接配信してさらに処理し
ます。DPDKを Linux UIOモジュールと組み合わせることで、NetScaler BLXアプライアンスは、Linuxカーネル
のパケット処理のオーバーヘッドを伴わずに、Linux NICポートとの間でパケットを送受信できます。メモリが割り
当てられると、DPDKは自身のバッファを管理してパフォーマンスを向上させます。

DPDKをサポートする NetScaler ADC BLXアプライアンスは、専用ネットワークモードでのみ機能します。

サポートされている ADC機能

December 6, 2023

NetScaler BLXでは以下の機能がサポートされています。

• 負荷分散
• SSLオフロード
• コンテンツの切り替え
• Webログ
• 書き換え
• レスポンダー
• AppFlow
• DNS
• アプリケーショントラフィックの認証、承認、監査
• Webアプリケーションファイアウォール
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• ログストリーミング
• IPv6
• DSR
• 高可用性
• ダイナミックルーティングプロトコル:

– IPv4および IPv6 BGP
– IPv4 OSPF (OSPFv2)
– IPv6 OSPF (OSPFv3)

• SNMP (共有モード NICインターフェイスではサポートされない)
• LAおよび LACPチャネル（共有NICインターフェイスではサポートされません。専用NICインターフェイス
間、または DPDK NICインターフェイス間でのみサポートされます）

• グローバルサーバー負荷分散
• クラスター
• メトリクスコレクター
• バックアップと復元

NetScaler BLXライセンス

December 6, 2023

NetScaler BLXアプライアンスのライセンスを取得すると、アプライアンスの機能とパフォーマンスが拡張されま
す。デフォルトでは、NetScaler BLXアプライアンスにはエクスプレスライセンスが付属しています。Expressラ
イセンスを、有効期間のあるサブスクリプションベースのローカルライセンス、または NetScaler ADMアプライア
ンスに保存されている NetScaler ADCプール容量ライセンスにアップグレードできます。

NetScaler BLX Expressライセンス

デフォルトでは、すべての NetScaler ADC BLXアプライアンスにはエクスプレスライセンスが付属しています。エ
クスプレスライセンスを持つ NetScaler ADC BLXには、次の機能があります。

• 20Mbpsの帯域幅
• Webロギング、負荷分散、コンテンツスイッチング、キャッシュリダイレクト、SSLオフロード、コンテンツ
フィルタリング、リライト、IPv6プロトコル変換、レスポンダー、AppFlow、クラスタリング、Call Home

• 最大 250の SSLセッション
• 20Mbpsの SSLスループット

Expressライセンスで動作するNetScaler ADC BLXアプライアンスの機能とパフォーマンスを拡張するには、ライ
センスを次のいずれかのオプションにアップグレードします。
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• サブスクリプションベースのローカルライセンス
• NetScaler ADM内の NetScaler ADCプールされたキャパシティライセンス。詳しくは、「NetScalerプー
ルキャパシティ」を参照してください。

NetScaler BLXアプライアンス用のサブスクリプションベースのローカルライセンス

ローカルライセンスは永久ライセンスと似ていますが、有効期限があります。ローカルライセンスを構成するソフト
ウェアサブスクリプションは期間ベースで、ADMをライセンスサーバーとして使用しなくてもインストールできま
す。

NetScaler BLXアプライアンスでは、次の種類のサブスクリプションローカルライセンスを利用できます。

• 帯域幅ベースのサブスクリプションベースのローカルライセンス。このタイプのライセンスは、特定の
NetScaler ADC BLXアプライアンスに付与される最大許容スループットで適用されます。

各ローカルライセンスは、NetScalerソフトウェアエディションのいずれか（スタンダード、エンタープライ
ズ、プラチナ）とも提携しており、NetScaler BLXアプライアンスのこのエディションの ADC機能セットを
利用できるようになります。Embedded Selectのサポートは、サブスクリプションローカルライセンスの
購入に含まれています。

例：

NetScaler BLXサブスクリプション 10 Gbpsプレミアムエディションでは、NetScaler BLXアプライア
ンスに最大許容スループット 10 Gbpsの資格が付与されます。このライセンスでは、NetScaler BLXアプラ
イアンスのプレミアムエディションにリストされているすべての ADC機能のロックも解除されます。

注：

Standard Editionは販売終了 (EOS)に達しており、更新のみ可能です。

次の表に、NetScaler BLXアプライアンスで使用できる帯域幅ベースのサブスクリプションベースのローカルライ
センスを示します。

帯域幅ベースのローカルライセンス サポートされる最大帯域幅

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 10 Mbps—
スタンダード、アドバンス、プレミアムエディション

10Mbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 25 Mbps—
スタンダード、アドバンス、プレミアムエディション

25 Mbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 200 Mbps—
スタンダード、アドバンス、プレミアムエディション

200 Mbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 1 Gbps—ス
タンダード、アドバンス、プレミアムエディション

1Gbps
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帯域幅ベースのローカルライセンス サポートされる最大帯域幅

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 3 Gbps—ス
タンダード、アドバンス、プレミアムエディション

3Gbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 5 Gbps—ス
タンダード、アドバンス、プレミアムエディション

5Gbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 8 Gbps—ス
タンダード、アドバンス、プレミアムエディション

8Gbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 10 Gbps—
スタンダード、アドバンス、プレミアムエディション

10 Gbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 15 Gbps—
スタンダード、アドバンス、プレミアムエディション

15 Gbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 25 Gbps—
スタンダード、アドバンス、プレミアムエディション

25 Gbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 40 Gbps—
スタンダード、アドバンス、プレミアムエディション

40 Gbps

NetScaler VPX/BLXサブスクリプション 100 Gbps—
スタンダード、アドバンスト、プレミアムエディション

100 Gbps

NetScaler BLXアプライアンスを展開する

December 6, 2023

NetScaler BLXアプライアンスを Linuxホストに展開するには、まず NetScaler ADC BLXアプライアンスをダ
ウンロードしてインストールします。その後、インストールされている NetScaler ADC BLXアプライアンスは、
DPDKサポートの有無にかかわらず展開できます。NetScaler BLXアプライアンスは、共有ネットワークモードま
たは専用ネットワークモードのいずれかで構成できます。DPDKをサポートするNetScaler ADC BLXアプライアン
スは、専用モードでのみ構成できます。

はじめに

NetScaler BLXアプライアンスを Linuxホストに展開する前に、次の表に、前提条件と考慮事項を示します。
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カテゴリ NetScaler BLXアプライアンス
DPDKをサポートする NetScaler
ADC BLXアプライアンス

サポートされている Linuxオペレ
ーティングシステム

Red Hat Enterprise Linux
(RHEL)リリース 7.5から 7.9、8.x、
9.x

Red Hat Enterprise Linux
(RHEL)リリース 7.5から 7.9、8.x、
9.x

’’ CentOSリリース 7.5から 7.9、お
よび 8.x

CentOSリリース 7.5から 7.9、お
よび 8.x

’’ Oracle Linuxリリース 7.4から
7.9、および 8.x

Oracle Linuxリリース 7.5から
7.9、および 8.x

’’ Ubuntuが 18.04、20.04、22.04
をリリース

Ubuntuが 18.04、20.04、22.04
をリリース

’’ Oracleクラウド・インフラストラ
クチャ (OCI)上の Linux

‑

’’ AWSクラウドでの Amazon Linux
2

AWSクラウドでエラスティックネ
ットワークアダプタ (ENA)をサポー
トする Amazon Linux 2

UNIXホスト上のプロセッサ・タイ
プ

Interlまたは AMD x86‑64 (64ビッ
ト)プロセッサー

Interlまたは AMD x86‑64 (64ビッ
ト)プロセッサー

Linuxホスト上の最小 RAM 2GBの RAM 次の行の DPDK関連の要件と情報
を参照してください。

インターネットアクセス
（NetScaler BLXアプライアンスと
必要な依存関係のダウンロードとイ
ンストール用）

はい はい

DPDK関連の要件と情報 ‑ LinuxホストはDPDKをインストー
ルするための最小システム要件を満
たしている必要があります。最小要
件の詳細については、DPDKドキュ
メンテーションを参照してください。

’’ ’’ NetScaler BLXアプライアンスは、
DPDKバージョン 20.11.1でコン
パイルされたライブラリを使用しま
す。

’’ ’’ NetScalerでは、DPDK用
NetScaler BLXアプライアンスで
ヒュージページとして割り当てるこ
とができる 2 GB以上のメモリを
Linuxホストに用意することを推奨
しています。
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カテゴリ NetScaler BLXアプライアンス
DPDKをサポートする NetScaler
ADC BLXアプライアンス

’’ ’’ **NetScaler BLXアプライアンス
は、(Interlポート:igb、ixgbe、
i40e)、(Interlポート仮想機能ポー
ト **:iavf)、(Mellanox
ConnectX‑5ポート:mlx5_core)、
(Amazon EC2エラスティックネッ
トワークアダプターポート:ena)、
(Google Cloudプラットフォーム
仮想ポート **:virtio‑pci)、および
((VMware仮想化プラットフォーム
ネットワークアダプタポー
ト:vmxnet3)。**

’’ ’’ DPDKモードの NetScaler ADC
BLXアプライアンスの制限事項の一
覧については、「NetScaler BLXの
制限事項と使用上のガイドライン」
を参照してください。

Redhatベースの Linuxシステム
に適用可能なエンタープライズ
Linux (EPEL)リポジトリ用の追加
パッケージのインストール

Linuxシェルで次のコマンドを実行
して、パッケージをインストールし
ます
rpm -ivh epel-release
-latest-7.noarch.rpm。
EPELリポジトリのインストールの
詳細については、EPELを参照して
ください。

Linuxシェルで次のコマンドを実行
して、パッケージをインストールし
ます
rpm -ivh epel-release
-latest-7.noarch.rpm。
EPELリポジトリのインストールの
詳細については、EPELを参照して
ください。

Amazon Linux 2に適用可能な
EPELリポジトリを AWSにインス
トールする

Amazon Linux 2シェルで次の 3つ
のコマンドを実行して、EPELリポ
ジトリをインストールします。1.
amazon-linux-extras
install epel -y 2。
yum-config-manager --
enable epel 3。
yum update。Amazon Linux 2
に EPELリポジトリをインストール
する方法の詳細については、AWSド
キュメントを参照してください。

Amazon Linux 2シェルで次の 3つ
のコマンドを実行して、EPELリポ
ジトリをインストールします。1.
amazon-linux-extras
install epel -y 2。
yum-config-manager --
enable epel 3。
yum update。Amazon Linux 2
に EPELリポジトリをインストール
する方法の詳細については、AWSド
キュメントを参照してください。
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注：

• 次の条件が満たされると、CentOS Linuxバージョン 8.0ホストまたは Oracle Linuxバージョン 8.0
ホストに導入されたNetScaler BLXアプライアンスが起動しないか、正しく機能しないことがあります。

– SELinuxpolicy is enabled on the Linux host. SELinux prevents thesystemdprocess
from running some NetScaler BLX system files.

Workaround: Disable SELinux on the Linux host.

• NetScaler BLXアプライアンスは、最大 9つの NICポート（DPDK NICポート、または非 DPDK NIC
ポート、またはその両方）をサポートします。

NetScaler BLXに自動インストールされた依存関係

NetScaler BLXアプライアンスをインストールすると、次の依存関係が標準のパブリックリポジトリから Linuxホ
ストに自動的にインストールされます。

Red Hatエンタープライズ (RHEL)ベースの Linuxホ
スト Debianベースの Linuxホスト

crontabs build‑essential:amd64

ethtool coreutils

gcc cpanminus:amd64

glibc(x86‑32) (バージョン 2.17以降) cron:amd64

glibc(x86‑64) (バージョン 2.17‑196以降) ethtool

Requbsd gcc:amd64

ibdb(x86‑64) (バージョン 5.3‑21以降) lib32gcc1:amd64 (バージョン 4.9以降)

libgcc(x86‑32) (バージョン 4.8.5以降) lib32stdc++6:amd64 (バージョン 4.8.4以降)

libstdc++(x86‑32) (バージョン 4.8.5以降) lib32z1:amd64 (バージョン 1.2.8以降)

libstdc++(x86‑64) (バージョン 4.8.5以降) libbsd0 (バージョン 0.8.2以降)

make libc6 (バージョン 2.17以降)

openssl‑devel libc6: amd64 (バージョン 2.19以降)

pciutils libc6: i386 (バージョン 2.19以降)

perl libc6‑i386: amd64 (バージョン 2.19以降)

perl‑App‑cpanminus libdb5.3: amd64 (バージョン 5.3.28以降)

perl‑core libhttp‑message‑perl: amd64
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Red Hatエンタープライズ (RHEL)ベースの Linuxホ
スト Debianベースの Linuxホスト

perl‑CPAN libio‑socket‑ssl‑perl:amd64

perl‑IO‑Socket‑SSL liblwp‑protocol‑https‑perl: amd64

perl‑libwww‑perl libnuma1 (バージョン 2.0.11以降)

perl‑LWP‑Protocol‑https libssl‑dev: amd64

perl‑Sys‑Syslog (x86‑64) (バージョン 0.33以降) libstdc+6 (バージョン 4.8.5以降)

perl (x86‑64) (バージョン 5.16.3以降) libswitch‑perl: amd64

perl‑XML‑Writer libwww‑perl: amd64

procps‑ng libxml‑parser‑lite‑perl: amd64

python3 libxml‑writer‑perl: amd64

rsyslog perl: amd64 (バージョン 5.16.3以降)

sqlite‑devel (x86‑64) (バージョン 3.7.17以降) python3

systemd rsyslog

tcpdump (x86‑64) (バージョン 4.9.2以降) sqlite3: amd64 (バージョン 3.11.0以降)

zlib (x86‑32) (バージョン 1.2.7以降) systemd

LinuxホストにNetScaler ADC BLXパッケージをダウンロードしてインストールす
る

July 19, 2023

NetScaler BLXインストールパッケージは、NetScaler BLXの公式ダウンロードページでホストされています。
NetScaler BLXインストールパッケージには、DPDKをサポートするパッケージを含む NetScaler ADC機能パッ
ケージがバンドルされています。NetScaler BLXインストールパッケージは TARファイルで、次の名前形式になり
ます。

blx-<release number>-<build-number>.tgz

例:

blx-13.1-17.42.tgz

NetScaler BLXインストールパッケージをダウンロードするには：
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1. NetScaler BLXの公式ダウンロードページにアクセスします。

2. 目的の [NetScalerリリース] > [ NetScaler BLXイメージビルド]ページに移動します。

3. NetScaler BLXインストールパッケージを Linuxホストにダウンロードします。

NetScaler BLXアプライアンスを Linuxホストにインストールするには：

1. NetScaler BLXインストールパッケージを展開し、作業ディレクトリを解凍した NetScaler ADC BLXイン
ストールディレクトリに変更します。

1 tar -xvf blx-<release number>-<build-number>.tgz
2
3 cd <path to the extracted NetScaler BLX installation directory>
4 <!--NeedCopy-->

サンプル出力:

次のサンプル出力は、Linuxホストの/var/blxinstallディレクトリに既にダウンロードされている
NetScaler ADC BLXインストールパッケージblx-13.1-17.42.tgzが未処理であることを示してい
ます。その後、作業ディレクトリが抽出されたディレクトリblx-13.1-17.42に変更されます。

1 > cd /var/blxinstall
2
3 > tar -xvf blx-13.1-17.42.tgz
4
5 > cd blx-13.1-17.42
6
7 > pwd
8 /var/blxinstall/blx-13.1-17.42
9

10 <!--NeedCopy-->

2. NetScaler BLXアプライアンスを Red Hatエンタープライズ Linux（RHEL）ホストまたは Debianベース
の Linuxホストにインストールします。

• Red Hatエンタープライズ Linux (RHEL)ホストで以下のコマンドを実行します。

1 yum install ./blx*.rpm
2 <!--NeedCopy-->

• Debianベースの Linuxホストで以下のコマンドを実行します。

1 apt install ./blx*.deb
2 <!--NeedCopy-->

注：

デフォルトでは、NetScaler BLXアプライアンスはダウン状態です。

3. 次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスのステータスを確認します。
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1 systemctl status blx
2 <!--NeedCopy-->

NetScaler BLXアプライアンスをネットワークモードで構成する

December 6, 2023

NetScaler BLXアプライアンスのネットワークモードは、Linuxホストの NICポートをホスト上で実行されている
他の Linuxアプリケーションと共有するかどうかを定義します。NetScaler BLXアプライアンスは、次のいずれか
のネットワークモードで実行するように構成できます。

• 共有ネットワークモード
• 専用ネットワークモード

BLX 構成ファイル (blx.conf) という名前の構成ファイルが、NetScaler BLX のインストールの一部として
Linuxホストに追加されます。BLX構成ファイルには、NetScaler BLXアプライアンスのパラメーター設定が含ま
れています。

デフォルトでは、BLX #構成ファイルではすべてのパラメーターに記号がプレフィックスとして付いています。パラ
メータにカスタム値を設定し、#プレフィックスを削除して設定を有効にすることができます。

BLX設定ファイル (blx.conf)のすべてのパラメータは、一般的なものか、共有ネットワークモードまたは専用ネ
ットワークモード固有のものです。

NetScaler BLXアプライアンスを共有モードで構成する

共有モードで構成された NetScaler ADC BLX アプライアンスは、Linux ホストの NIC ポートをホスト上で実
行されている他のアプリケーションと共有します。NetScaler BLX アプライアンスは、BLX 構成ファイル（）
interfacesでパラメーターが無効（プレフィックス #）のままの場合、共有ネットワークモードで実行するよ
うに構成されます。blx.conf

BLX設定ファイルの共有モードに関連するすべてのパラメータは必須ではなく、プレフィックスはです。#
これらのパラメータをカスタム値に設定し、#プレフィックスを削除することでカスタム設定を有効にすることがで
きます。

たとえば、NetScaler BLXアプライアンスの BLX構成ファイルで次のオプションパラメーターを設定できます。

• ワーカープロセス。NetScaler BLXアプライアンスのパケットエンジンの数を指定します。このパラメータ
ーが設定されていない場合、NetScaler BLXアプライアンスはデフォルトで 1つのパケットエンジンで構成
されます。デフォルト:1、最大:28。
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オプションパラメータを設定したら、「NetScaler BLXアプライアンスの起動」の指示に従ってアプライアンスを起
動します。

NetScaler BLXアプライアンスを正常に展開したら、アプライアンスの次のいずれかのアクセスインターフェイス
を使用して、アプライアンスの ADC機能にアクセスして構成します。

• NetScaler CLI
• NetScaler GUI
• NetScaler NITRO REST API

これらのアクセスインターフェイスの使用について詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスへのアクセスと ADC
機能の構成」を参照してください。

共有モードの NetScaler ADC BLXアプライアンスのすべてのアクセスインターフェイスは、任意の Linuxホスト
IPアドレスと特定の IPポートで使用できます。

次の表に、共有モードの NetScaler ADC BLXアプライアンスでアクセスインターフェイスを使用できるデフォルト
の IPアドレスとポートを示します。

アクセスインターフェース アクセスプロトコル
デフォルトアクセス IPアドレスとポ
ート

NetScaler CLI SSH <Any Linux host IP
address>:9022

NetScaler GUI HTTP <Any Linux host IP
address>:9080

NetScaler GUI HTTPS <Any Linux host IP
address>:9443

NetScaler NITRO REST API HTTP <Any Linux host IP
address>:9080

NetScaler NITRO REST API HTTPS <Any Linux host IP
address>:9443

注：

HTTPと HTTPSのデフォルトの管理ポート番号は変更できません。

BLX設定ファイルには、アクセスインターフェイスのデフォルト IPポートを変更するための共有モード固有のパラ
メータが含まれています。詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスへのアクセスと ADC機能の構成」を参照し
てください。
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NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで構成する

専用モードで構成されたNetScaler ADC BLXアプライアンスには、専用の LinuxホストNICポートがあります。

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードに構成するには、BLX構成ファイル（）interfacesで 1つ以上の
Linuxホスト NICポートを使用してパラメーターを指定します。blx.conf指定したポートは、NetScaler BLX
アプライアンスに専用ポートとして追加されます。また、およびパラメータを設定して、NetScaler BLXアプライア
ンスの管理 IPアドレスとデフォルトルートを追加する必要があります。ipaddressdefault

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで構成するには：

1. Linuxホストにある NetScaler BLX構成ファイル (blx.conf)を開きます。NetScaler BLX構成ファイ
ルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. 次のパラメータをコメント解除して設定します。

• ワーカープロセス。NetScaler BLXアプライアンスのパケットエンジンの数を指定します。このパラメ
ーターが設定されていない場合、NetScaler BLXアプライアンスはデフォルトで 1つのパケットエン
ジンで構成されます。デフォルト:1、最大:28。

• インタフェース。NetScaler BLXアプライアンスに専用ポートとして追加する Linuxホスト NICポー
トを指定します。このパラメータには、(Linux CLIで示される)ポート名をスペースで区切って指定し
ます。

• ipaddress。NetScalerBLXアプライアンスの管理 IPアドレスを専用モードで指定します。NetScaler
BLXアプライアンスの管理 IPアドレスは、NetScaler IP（NSIP）アドレスとも呼ばれます。NetScaler
BLXアプライアンスは、NetScaler IP（NSIP）アドレスを 1つだけ持つことができます。また、LAN
上の他のネットワークからNetScaler ADC IPに到達できるように、構成済みのNetScaler ADC IPサ
ブネットにデフォルトルートを追加する必要があります。

• デフォルト。NetScaler BLXアプライアンスの専用ポートのデフォルトルートを指定します。

3. NetScaler BLX構成ファイル ()を保存します。blx.conf

パラメーターを設定したら、「NetScaler BLXアプライアンスの起動」の指示に従ってアプライアンスを起動しま
す。

NetScaler BLXアプライアンスを正常に展開したら、アプライアンスの次のいずれかのアクセスインターフェイス
を使用して、アプライアンスの ADC機能にアクセスして構成します。

• NetScaler CLI
• NetScaler GUI
• NetScaler NITRO REST API

これらのアクセスインターフェイスの使用について詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスへのアクセスと ADC
機能の構成」を参照してください。
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専用モードのNetScaler ADC BLXアプライアンスのすべてのアクセスインターフェイスは、NetScaler IP（NSIP）
および特定の IPポートで使用できます。

次の表に、NetScaler BLXアプライアンスで専用モードでアクセスインターフェイスを使用できる NetScaler ADC
IP（NSIP）および IPポートを示します。

アクセスインターフェース アクセスプロトコル
デフォルトアクセス IPアドレスとポ
ート

NetScaler CLI SSH <NetScaler IP address
(NSIP)>:22

NetScaler GUI HTTP <NetScaler IP address
(NSIP)>:80

NetScaler GUI HTTPS <NetScaler IP address
(NSIP)>:443

NetScaler NITRO REST API HTTP <NetScaler IP address
(NSIP)>:80

NetScaler NITRO REST API HTTPS <NetScaler IP address
(NSIP)>:443

注：

set ns paramコマンドを使用して、HTTPと HTTPSのデフォルトの管理ポート番号を変更できます。
ただし、unset ns paramclear config fullまたはコマンドを使用しても、デフォルトのポー
ト番号は復元されません。

NetScaler BLXアプライアンスは、アクセスインターフェイスのデフォルト IPポートを変更するためのコマンド操
作を提供します。詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスへのアクセスと ADC機能の構成」を参照してくださ
い。

構成例‑専用モードのNetScaler ADC BLXアプライアンス

blx.conf次のサンプルファイルの抜粋では、Linux NIC ens1ens2ポートとがパラメータに指定されていま
す。interfacesWorker-processesは 6に設定され、アプライアンスには 6つのパケットエンジンが設
定されます。ipaddress 198.51.100.10に設定されています。ipaddress NetScaler IPアドレス (NSIP)
を定義します。defaultパラメータは 198.51.100.1に設定されています。

NetScaler BLXアプライアンスを起動すると ens1、ens2専用ポートとしてアプライアンスに追加されます。
NetScaler IPアドレス（NSIP）は 198.51.100.10に設定され、デフォルトルートは 198.51.100.1に設定されて
います。
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1 blx-system-config
2 {
3
4 ⋯
5 worker-processes: 6
6 ⋯
7 interfaces: ens1 ens2
8 ⋯
9 ipaddress: 198.51.100.10/24

10 ⋯
11 }
12
13
14 ⋯
15
16 static-routes
17 {
18
19 ⋯
20 default 198.51.100.1
21 ⋯
22 }
23
24 ⋯
25
26 <!--NeedCopy-->

次の NetScaler BLX show interface summary CLIの操作出力に示すように、アプライアンスには 0/3
として追加され、ens1ens2 0/4インターフェイスとして追加されます。

1 > sh interface summary
2 ------------------------------------------------------------------------

3 Interface MTU MAC Suffix
4 ------------------------------------------------------------------------

5 1 0/1 65535 f6:d5:34:f7:e4:96 NetScaler Linux
Interface

6 2 0/2 1500 ee:14:18:4a:5b:92 NetScaler Linux
Interface

7 3 0/3 1500 2a:ca:db:ee:66:91 NetScaler Linux
Interface

8 4 0/4 1500 2a:ca:d2:ef:5a:90 NetScaler Linux
Interface

9
10 Done
11 <!--NeedCopy-->
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DPDKをサポートするNetScaler ADC BLXアプライアンスを構成する

December 6, 2023

NetScaler BLXアプライアンスは、ネットワークパフォーマンスを向上させるための Linuxライブラリとネットワ
ークインターフェイスコントローラーのセットであるデータプレーン開発キット（DPDK）をサポートしています。
DPDKポートを備えた NetScaler ADC BLXアプライアンスは、専用ネットワークモードでのみ動作します。

NetScaler BLXアプライアンスは、DPDKバージョン 20.11.1でコンパイルされたライブラリを使用します。

DPDKポートを使用してNetScaler ADC BLXアプライアンスを構成する

NetScaler BLXは、Linuxホストに DPDK VFIOカーネルモジュールを自動的にロードします。アプライアンスは、
Linuxホスト上で指定された DPDK互換 NICポートを自動的に検出します。アプライアンスは、検出された DPDK
互換NICポートを Linuxホスト上の DPDK VFIOモジュールにバインドします。NetScaler BLXアプライアンスを
起動すると、DPDKポートが専用ポートとしてアプライアンスに追加されます。

はじめに

DPDKポートを使用した NetScaler ADC BLXアプライアンスの構成を開始する前に、次のことを確認してくださ
い。

• NetScaler BLXアプライアンスの専用モードでの構成で説明されているように、NetScaler BLX構成ファイ
ル（blx.conf）で必要なパラメーターを設定しました。

•「DPDKをサポートする NetScaler BLXアプライアンスに固有の制限事項」を読んでいます。

Linuxホストで IOMMUサポートを有効にする

カーネルが DPDKの VFIOモジュールを使用するには、Linuxホストで入出力メモリ管理ユニット (IOMMU)サポ
ートを有効にする必要があります。

Linuxホストで IOMMUサポートを有効にするには、次の手順を実行します。

1. Linuxホストの BIOSで IOMMU拡張を有効にします。詳細については、Linuxホストの関連するハードウ
ェアドキュメントを参照してください。

2. Linuxホストのgrub設定ファイルを編集して、カーネルで IOMMUモードを有効にします。

a) Linuxホストでgrub構成ファイルを開きます。grub設定ファイルの完全パスは:/etc/default
/grubです。

b) intel_iommu=onをGRUB_CMDLINE_LINUX行の末尾に追加します。
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1 # vi /etc/default/grub
2
3 ⋯
4
5 GRUB_CMDLINE_LINUX="nofb splash=quiet console=tty0 ...

intel_iommu=on"
6
7 ⋯
8 <!--NeedCopy-->

c) grub設定ファイルを保存します。
d) Linuxホストにインストールされているgrubのバージョンに基づいて、Linux CLIで次のいずれかの
コマンドを実行して、grubブートローダーを更新します。

• grub2-mkconfig -o /boot/grub2/grub.cfg
• grub-mkconfig -o /boot/grub/grub.cfg

e) Linuxホストを再起動します。

DPDKポートを使用するようにNetScaler BLXアプライアンスを構成する

DPDKポートを使用するNetScaler ADC BLXアプライアンスの構成は、NetScaler BLX構成ファイル（blx.conf）
で関連パラメーターを設定することで構成されます。

DPDKポートを使用してNetScaler ADC BLXアプライアンスを構成するには：

1. Linuxホストに存在する NetScaler ADC BLX構成ファイル（blx.conf）を開きます。NetScaler BLX構成
ファイルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. 次のパラメータをコメント解除して設定します。

• interfaces。アプライアンスに専用ポートとして追加される非DPDKNICポートに加えて、DPDK
互換の NICポートを指定します。

NetScaler BLXアプライアンスは、このパラメーターに指定されたポートのリストから、DPDK互換
の NICポートを自動的に検出します。アプライアンスは、検出された DPDK互換 NICポートを Linux
ホスト上の DPDK VFIOモジュールにバインドします。NetScaler BLXアプライアンスを起動すると、
このパラメーターで指定されたすべてのポートが専用ポートとしてアプライアンスに自動的に追加され
ます。

このパラメータには、(Linux CLIで示される)ポート名をスペースで区切って指定します。

• total-hugepage-mem。Linuxホスト上の DPDKに割り当てる Huge Pageの合計サイズを指
定します。ヒュージページの合計サイズは、メガバイト (MBまたはM)またはギガバイト (GBまたは
G)で指定できます。たとえば、1024 MB、1024 M、1 GB、および 1 Gなどです。

– デフォルト値：1 GB。このパラメーターが設定されていない場合、NetScaler BLXアプライアン
スはデフォルトで 1 GBのヒュージページを DPDKに割り当てます。
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– 最小値:1 GB
– 最大値:Linuxホストで使用可能な値。

3. NetScaler BLX構成ファイル（blx.conf）を保存します。

4. Linuxホスト CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスを再起動します。

systemctl start blx

NetScaler BLXアプライアンスの起動について詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスの起動」を参照
してください。

設定例

次のblx.confファイルの抜粋例では、Linux NIC ポートens1、enp1s0f0、およびenp1s0f1
がinterfacesパラメータに指定されています。ポートens1は DPDK 以外のポートで、enp1s0f0およ
びenp1s0f1はDPDK互換ポートです。total-hugepage-memパラメータは 2GBに設定されています。

NetScaler BLXアプライアンスは、enp1s0f0およびenp1s0f1を DPDK互換ポートとして自動的に検出し、
Linuxホスト上の DPDK VFIOモジュールにバインドします。また、アプライアンスは DPDKに 2 GBの Hugeペ
ージを割り当てます。

NetScaler BLXアプライアンスを起動すると、ens1、enp1s0f0、enp1s0f1が専用ポートとしてアプライ
アンスに追加されます。enp1s0f0、NetScaler enp1s0f1 BLXアプライアンスの DPDKポートとしても機能
します。

1 blx-system-config
2 {
3
4 ⋯
5 worker-processes: 6
6 ⋯
7 interfaces: ens1 enp1s0f0 enp1s0f1
8 ⋯
9 total-hugepage-mem: 2G

10 ⋯
11 host-ipaddress: 198.51.100.11/24
12 ⋯
13 }
14
15
16 ⋯
17
18 static-routes
19 {
20
21 ⋯
22 default 198.51.100.1
23 ⋯
24 }
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25
26 ⋯
27
28 <!--NeedCopy-->

次の NetScaler BLX show interface summary CLIの操作出力に示すように、ens1アプライアンスに
は 0/3として追加され、10/1として追加され、enp1s0f0enp1s0f1 40/1インターフェイスとして追加され
ます。

1 > sh interface summary
2 ------------------------------------------------------------------------

3 Interface MTU MAC Suffix
4 ------------------------------------------------------------------------

5 1 0/1 65535 f6:d5:34:f7:e4:96 NetScaler Linux
Interface

6 2 0/2 1500 ee:14:18:4a:5b:92 NetScaler Linux
Interface

7 3 0/3 1500 2a:ca:db:ee:66:91 NetScaler Linux
Interface

8 4 10/1 1500 0c:c4:7a:3a:44:4d 10Gig(net_ixgbe) DPDK
Interface

9 5 40/1 1500 68:05:ca:33:ba:b0 40Gig(net_i40e) DPDK
Interface

10 Done
11 <!--NeedCopy-->

DPDKMellanoxポートを使用してNetScaler BLXアプライアンスを構成する

NetScaler BLXアプライアンスは、Linuxホスト上のMellanoxポート（MLX5 DPDKドライバーを使用）をサポ
ートし、アプライアンスの DPDKポートとして使用します。

NetScaler BLXアプライアンスは、Linuxホスト上の指定されたMellanox NICポートを自動的に検出し、DPDK
モードで初期化します。NetScaler BLXアプライアンスを起動すると、DPDK Mellanox NICポートが専用ポート
としてアプライアンスに追加されます。

DPDK Mellanoxポートを使用して NetScaler ADC BLXアプライアンスを構成するには、次の手順を実行しま
す。

• LinuxホストにMellanox OpenFabricsエンタープライズディストリビューションをダウンロードしてイン
ストールする

• DPDK Mellanoxポートを使用するように NetScaler BLXアプライアンスを構成する
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はじめに

DPDKMellanoxポートを使用してNetScaler ADC BLXアプライアンスの構成を開始する前に、次のことを確認し
てください。

• NetScaler BLXアプライアンスの専用モードでの構成で説明されているように、NetScaler BLX構成ファイ
ル（blx.conf）で必要なパラメーターを設定しました。

• DPDKをサポートする NetScaler BLXアプライアンスのメラノックスポートの制限についてお読みいただき
ました。

LinuxホストにMellanox OpenFabricsエンタープライズディストリビューションをダウンロードしてインスト
ールする

Mellanox OFED (MLNX_OFED) は、OpenFabricsエンタープライズディストリビューション (OFED)の Mel‑
lanoxでテストおよびパッケージ化されたバージョンです。Mellanox OFEDは、Linuxホスト上でMellanoxポー
トを実行するために使用されます。Mellanoxの公式ウェブサイトから LinuxホストにMellanox OFEDパッケー
ジをダウンロードします。次に、Mellanox OFED DPDKライブラリとカーネルモジュールを Linuxホストにイン
ストールします。

LinuxホストにMellanox OFEDパッケージをダウンロードするには、次の手順を実行します。

1. Linux 用 Mellanox OpenFabrics エンタープライズ・ディストリビューション (MLNX OFED) の公式
Mellanox OFEDページにアクセスしてください。

2. ホスト上に存在する Linux OSバージョンと Linuxカーネルのバージョンに基づいて、適切な Mellanox
OFEDパッケージをダウンロードします。次に、Mellanox OFEDパッケージを Linuxホストにインストー
ルします。

注：

Linux用Mellanox OFEDの公式ドキュメントを参照してください。

• Mellanox OFEDパッケージ、およびサポートされている Linux OSバージョンと Linuxカーネ
ルのバージョンのリストについては、を参照してください。

• LinuxホストへのMellanox OFEDパッケージのダウンロードとインストールの詳細については、
を参照してください。

LinuxホストにMellanox OFED DPDKライブラリをインストールするには、次の手順を実行します。

Linuxホスト CLIで次のコマンドを実行します。

1 ./mlnxofedinstall --upstream-libs --dpdk
2 <!--NeedCopy-->
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DPDKMellanoxポートを使用するようにNetScaler BLXアプライアンスを構成する

DPDKメラノックスポートを NetScaler BLXアプライアンスに追加するには、interface DPDKメラノックス
ポートの名前を使用してパラメーターを設定する必要があります。

DPDKMellanoxポートを使用するようにNetScaler BLXアプライアンスを構成するには：

1. Linuxホストに存在する NetScaler ADC BLX構成ファイル（blx.conf）を開きます。NetScaler BLX構成
ファイルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. NetScaler BLX アプライアンスで使用する DPDK メラノックスポートの名前（Linux CLI で表示）
interfacesを使用してパラメーターを設定します。ポート名をカンマで区切って指定します。

3. 次のパラメータをコメント解除して設定します。

• interfaces。アプライアンスに専用ポートとして追加する DPDK Mellanoxポートを指定します。

NetScaler BLXアプライアンスは、Linuxホスト上の指定されたMellanox NICポートを自動的に検
出し、DPDKモードで初期化します。NetScaler BLXアプライアンスを起動すると、DPDKMellanox
NICポートが専用ポートとしてアプライアンスに追加されます。

このパラメータには、(Linux CLIで示される)ポート名をスペースで区切って指定します。

注：

NetScaler BLXアプライアンスは、一度に 1種類の DPDK NICポートのみをサポートします。
たとえば、すべてのMellanoxポートまたはすべての Intelポートのいずれかです。

• total-hugepage-mem。Linuxホスト上の DPDKに割り当てる Huge Pageの合計サイズを指
定します。ヒュージページの合計サイズは、メガバイト (MBまたはM)またはギガバイト (GBまたは
G)で指定できます。たとえば、1024MB、1024M、1GB、1Gなどです。

– デフォルト値: 1GB。このパラメーターが設定されていない場合、NetScaler BLXアプライアン
スはデフォルトで DPDKに1GBのヒュージページを割り当てます。

– 最小値: 1GB
– 最大値:Linuxホストで使用可能な値。

4. NetScaler BLX構成ファイル（blx.conf）を保存します。

5. Linuxホスト CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスを再起動します。

systemctl start blx

NetScaler BLXアプライアンスの起動について詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスの起動」を参照
してください。
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設定例

次のblx.confファイルの抜粋例では、Linux NICポートens1、ens1f0、およびens1f1がinterfaces
パラメータに指定されています。ポートens1は非 DPDKポートで、ens1f0およびenp1s0f1はMellanoxポ
ートです。total-hugepage-mem2GBパラメータはに設定されています。

NetScaler BLXアプライアンスは、ens1f0およびens1f1をMellanoxポートとして自動的に検出し、DPDK
モードで初期化します。また、2GBアプライアンスは DPDKに大量のページを割り当てます。

NetScaler BLXアプライアンスを起動すると、ens1、ens1f0、ens1f1が専用ポートとしてアプライアンス
に追加されます。ens1f0、NetScaler ens1f1 BLXアプライアンスの DPDKポートとしても機能します。

1 blx-system-config
2 {
3
4 ⋯
5 worker-processes: 6
6 ⋯
7 interfaces: ens1 ens1f0 ens1f1
8 ⋯
9 total-hugepage-mem: 2G

10 ⋯
11 host-ipaddress: 198.51.100.11/24
12 ⋯
13 }
14
15
16 ⋯
17
18 static-routes
19 {
20
21 ⋯
22 default 198.51.100.1
23 ⋯
24 }
25
26 ⋯
27
28 <!--NeedCopy-->

次の NetScaler BLX show interface summary CLIの操作出力に示すように、ens1アプライアンスに
は 0/3として追加され、100/1として追加され、ens1f0ens1f1 100/2インターフェイスとして追加されま
す。

1 > sh interface summary
2 ------------------------------------------------------------------------

3 Interface MTU MAC Suffix
4 ------------------------------------------------------------------------
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5 1 0/1 65535 f6:d5:34:f7:e4:96 NetScaler Linux
Interface

6 2 0/2 1500 ee:14:18:4a:5b:92 NetScaler Linux
Interface

7 3 0/3 1500 12:64:f3:e3:d3:36 NetScaler Linux
Interface

8 4 100/1 1500 b8:59:9f:e0:70:28 100Gig(mlx5_p...DPDK
Interface

9 5 100/2 1500 b8:59:9f:e0:70:29 100Gig(mlx5_p...DPDK
Interface

10
11 Done
12 <!--NeedCopy-->

DPDKモードでのNetScaler ADC BLXアプライアンスのソフトウェア受信側スケーリングのサポート

DPDKモードで、より多くのパケットエンジンで構成されたNetScaler ADC BLXアプライアンスは、送信（Tx）キ
ューと受信（Rx）キューの数が少ない NICポートをサポートしません。

DPDKモードのNetScaler ADC BLXアプライアンスは、次の両方の条件が満たされる場合、NICポートを使用しま
せん。

• アプライアンスには、限られた数の送信キュー（Tx）と受信キュー（Rx）をサポートする NICポートがあり
ます。たとえば、7

• アプライアンスは、より多くのパケットエンジンを使用して構成されています。たとえば、28と入力します。

この問題を解決するために、ビルド 13.1 21.x以降、NetScaler BLXアプライアンスはソフトウェア受信側スケー
リング（RSS）を使用して、受信したパケットを複数のパケットエンジンにわたって NICポートで効率的に分散しま
す。

ソフトウェア RSSモジュールは、各 NICポートに Rxと Txの論理キューペアを割り当てます。その後、キューペア
はパケットエンジン PE‑0にマッピングされます。

NICポートの Rxキュー内のパケットごとに、PE‑0は RSSハッシュアルゴリズムを使用してパケットエンジンを選
択します。次に PE‑0は、選択したパケットエンジンにパケットを送信して処理します。パケットの処理が完了する
と、PE‑0は NICポートの Txキューにパケットを送信します。

AMDプロセッサベースの Linuxホストに DPDKポートを備えたNetScaler ADC BLXアプライアンス
を構成します

AMDプロセッサベースの Linuxホスト上の NetScaler ADC BLXアプライアンスは、DPDKをサポートしていま
す。アプライアンスは、Linuxホスト上で指定された DPDK互換 NICポートを自動的に検出します。その後、アプ
ライアンスはそれらを DPDKモードで初期化します。NetScaler BLXアプライアンスを起動すると、DPDKポート
が専用ポートとしてアプライアンスに追加されます。
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はじめに

DPDKポートを使用した NetScaler ADC BLXアプライアンスの構成を開始する前に、次のことを確認してくださ
い。

• NetScaler BLXアプライアンスの専用モードでの構成で説明されているように、NetScaler BLX構成ファイ
ル（blx.conf）で必要なパラメーターを設定しました。

•「DPDKをサポートする NetScaler BLXアプライアンスに固有の制限事項」を読んでいます。

• blx.confファイルで 1つ以上の DPDK互換 NICポートを指定する代わりに、同じ IOMMUグループに属す
る DPDK互換 NICポートをすべて指定する必要があります。それ以外の場合、DPDK互換の NICポートは
非 DPDK専用ポートとして NetScaler ADC BLXアプライアンスに追加されます。

DPDKポートを使用するようにNetScaler BLXアプライアンスを構成する

DPDKポートを使用するNetScaler ADC BLXアプライアンスの構成は、NetScaler BLX構成ファイル（blx.conf）
で関連パラメーターを設定することで構成されます。

DPDKポートを使用してNetScaler ADC BLXアプライアンスを構成するには：

1. Linuxホストに存在する NetScaler ADC BLX構成ファイル（blx.conf）を開きます。NetScaler BLX構成
ファイルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. 次のパラメータをコメント解除して設定します。

• interfaces。1つ以上の IOMMUグループのすべての DPDK NICポートを指定します。

NetScaler BLXアプライアンスは、このパラメーターに指定されたポートのリストから、DPDK互換
の NICポートを自動的に検出します。アプライアンスは、検出された DPDK互換 NICポートを Linux
ホスト上の DPDK VFIOモジュールにバインドします。NetScaler BLXアプライアンスを起動すると、
このパラメーターで指定されたすべてのポートが専用ポートとしてアプライアンスに自動的に追加され
ます。

重要:

IOMMUグループのすべての NICポートが指定されていない場合、特定の IOMMUグループの
DPDK互換 NICポートは、非 DPDK専用ポートとして NetScaler ADC BLXアプライアンスに
追加されます。

このパラメータには、(Linux CLIで示される)ポート名をスペースで区切って指定します。

• total-hugepage-mem。Linuxホスト上の DPDKに割り当てる Huge Pageの合計サイズを指
定します。ヒュージページの合計サイズは、メガバイト (MBまたはM)またはギガバイト (GBまたは
G)で指定できます。たとえば、1024 MB、1024 M、1 GB、および 1 Gなどです。
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– デフォルト値：1 GB。このパラメーターが設定されていない場合、NetScaler BLXアプライアン
スはデフォルトで 1 GBのヒュージページを DPDKに割り当てます。

– 最小値:1 GB
– 最大値:Linuxホストで使用可能な値。

3. NetScaler BLX構成ファイル（blx.conf）を保存します。

4. Linuxホスト CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスを再起動します。

systemctl start blx

NetScaler BLXアプライアンスの起動について詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスの起動」を参照
してください。

nsdrvdドライバーを使用するには、NetScaler BLXアプライアンスを非 DPDK専用
モードで構成します

July 19, 2023

非 DPDK専用モードの NetScaler ADC BLXアプライアンスは、より高いスループットを求めるnsdrvdと呼ばれ
るユーザースペースドライバーをサポートします。nsdrvdドライバーは、パケットの受信と送信のための Linux
カーネルとのすべての対話を所有し、異なる PE間でのトラフィックの分散も行います。

NetScaler BLXアプライアンスは、専用ポートごとに多数のnsdrvdドライバープロセスを作成するための次のオ
プションをサポートしています。

• 1 ‑専用ポートごとに 1つのドライバプロセスのみが作成されます。Rxと Txは順番に発生します。
• 2 ‑専用ポートごとに 1つの受信プロセスと 1つの Txスレッドが作成されます。
• 3 ‑専用ポートごとに 1つの受信プロセスと 2つの Txスレッドが作成されます。

はじめに

NetScaler BLXアプライアンスを非 DPDK専用モードでnsdrvdドライバーを使用するように構成する前に、次
のことを確認してください。

• Linuxホストには、次の計算に基づいて少なくとも n個のコアが必要です。

1 n >= WP + (INT*P) + 1
2 <!--NeedCopy-->

各項目の意味は次のとおりです：
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– WP：NetScaler BLXアプライアンスのワーカープロセス（パケットエンジン）の数。NetScaler BLX
構成ファイル（blx.conf）のworker-processesパラメーターは、アプライアンスのパケットエ
ンジンの数を指定します。

– INT：NetScaler BLXアプライアンスの専用 LinuxホストNICポートの数。NetScaler BLX構成ファ
イル（blx.conf）のinterfaceパラメーターは、NetScaler BLXアプライアンス専用の Linuxホ
スト NICポートを指定します。

– P: NetScaler BLXアプライアンスのnsdrvdドライバープロセスの数。NetScaler BLX構成ファイ
ル（blx.conf）のnsdrvdパラメーターは、nsdrvdドライバープロセスの数を指定します。

例：以下を備えた NetScaler ADC BLXアプライアンスの場合：

– WP: 3パケットエンジン
– INT: 2つの専用インターフェイス
– P: 3 nsdrvdプロセス

NetScaler BLXアプライアンスをnsdrvdドライバー付きの専用モードで実行するには、Linuxホストに少
なくとも次の数のコアが必要です。

1 n = WP + (INT\*P) + 1 = (3+2\*3+1) = 10
2 <!--NeedCopy-->

•「専用モードで NetScaler ADC BLXアプライアンスを構成する」で説明されているように、NetScaler BLX
構成ファイル（blx.conf）で必要なパラメーターを設定しました。

nsdrvdドライバーを使用するために、NetScaler BLXアプライアンスを非 DPDK専用モードで構成する手順

nsdrvdドライバーを使用するように NetScaler ADC BLXアプライアンスを構成するには、NetScaler BLX構成
ファイル（blx.conf）で関連パラメーターを設定する必要があります。

nsdrvdドライバを使用するようにNetScaler ADC BLXアプライアンスを構成するには：

1. Linuxホストに存在する NetScaler ADC BLX構成ファイル（blx.conf）を開きます。NetScaler BLX構成
ファイルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. 次のパラメータをコメント解除して設定します。

• nsdrvd。各専用 NICポートに作成するnsdrvdドライバープロセスの数を指定します。

設定可能な値：

– 1 ‑専用ポートごとに 1つのドライバプロセスのみが作成されます。Rxと Txは順番に発生します。
– 2 ‑専用ポートごとに 1つの受信プロセスと 1つの Txスレッドが作成されます。
– 3 ‑専用ポートごとに 1つの RXプロセスと 2つの Txスレッドが作成されます。

3. NetScaler BLX構成ファイル（blx.conf）を保存します。
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4. Linuxホスト CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスを再起動します。

systemctl start blx

NetScaler BLXアプライアンスの起動について詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスの起動」を参照
してください。

NetScaler BLXアプライアンスを起動します

December 6, 2023

Linux CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスを起動します。

1 systemctl start blx
2 <!--NeedCopy-->

Linux CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスのステータスを確認します。

1 systemctl status blx
2 <!--NeedCopy-->

NetScaler BLXアプライアンスを正常に展開したら、次のいずれかの方法を使用してアプライアンスに ADC機能を
構成できます。

• NetScaler CLI
• NetScaler GUI
• NetScaler NITRO REST API

これらの方法の使用方法について詳しくは、「NetScaler BLXアプライアンスへのアクセスと ADC機能の構成」を
参照してください。

NetScalerの機能について詳しくは、NetScalerのドキュメントを参照してください。

注：

• Linuxホストで実行されているプロセスを確認するには、次の grepコマンドを実行します。

ps aux | grep ns

• nsppeプロセスが実行中であることを確認してください。

root 68332 2.7 5.5 485264 442084 ? Ss 16:25 0:02 /usr/sbin/nsppe
1

• NetScaler BLXアプライアンスを停止するには、次のコマンドを使用します。これにより、関連するす
べての NetScaler ADC BLXプロセスが停止します。
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systemctl stop blx

• Linuxホストから NetScaler ADC BLXアプライアンスをアンインストールするには、次のコマンドを
使用します。

• Red Hatエンタープライズ Linux (RHEL)ホストで以下のコマンドを実行します。

yum remove blx

• Debianベースの Linuxホストで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスをアンイン
ストールしますが、BLX構成ファイルは保持します。

apt remove blx

• Debianベースの Linuxホストで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスをアンイン
ストールし、BLX構成ファイルも削除します。

apt purge blx

On running the apt purge blx command, the Linux host might display some warning
messages that some NetScaler BLX related system files were not removed even when all
these files were removed.

NetScaler BLXアプライアンスにアクセスして ADC機能を構成する

December 6, 2023

NetScaler BLXアプライアンスにアクセスし、次のいずれかの方法で ADC機能を構成できます。

• NetScaler CLI
• NetScaler GUI
• NetScaler NITRO REST API

NetScalerの機能について詳しくは、NetScalerのドキュメントを参照してください。

NetScaler BLXアプライアンスにアクセスし、NetScaler CLIを使用して ADC機能を構成する

NetScaler BLXアプライアンスにはコマンドラインインターフェイス（CLI）があり、ADC CLIコマンドを実行して
アプライアンス上で ADC機能を構成できます。

ワークステーションからセキュアシェル（SSH）を介して接続することにより、NetScaler BLXアプライアンスの
CLIにリモートアクセスできます。

次の表に、SSH経由で NetScaler ADC CLIを使用できる IPアドレスとポートの一覧を示します。
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NetScaler BLX展開モード
SSH経由で NetScaler ADC CLIにアクセスするための
IPアドレスとポート

共有 <Linux host IP address>:9022

専用 <NetScaler IP address (NSIP)>:22

NetScaler CLIを使用してNetScaler ADC BLXアプライアンスにアクセスするには：

1. ワークステーションで SSHクライアントを起動します。
2. BLXアプライアンスの CLIが使用可能な IPアドレスとポートを指定し、CLIに接続します。
3. BLXログイン資格情報を使用して BLXアプライアンスにログオンします。

重要：

• デフォルトの admin (nsroot)パスワードで初めてログオンすると、セキュリティ上の理由から、BLX
アプライアンスからパスワードの変更を求めるプロンプトが表示されます。パスワードを変更したら、設
定を保存する必要があります。構成が保存されず、アプライアンスが再起動した場合は、デフォルトのパ
スワードでログオンする必要があります。プロンプトが表示されたらパスワードをもう一度変更し、設定
を保存します。

• NetScaler BLXアプライアンスでは、すべてのローカルシステムユーザーに対して、強力なパスワード
強制がデフォルトで有効になっています。強力なパスワードのデフォルトの最小長は 4文字です。強力な
パスワードには、少なくとも 1つの小文字、1つの大文字、1つの数字、およびセットに含まれる 1つの
特殊文字 (、、!、、、、、@、#、(、)、$、%^&、*)が含まれている必要があります。NetScaler BLXアプ
ライアンスの各システムユーザーのパスワードが、強力なパスワード基準に一致していることを確認しま
す。そうしないと、弱いパスワードを持つユーザはアプライアンスにアクセスできません。強力なパスワ
ード基準の詳細については、次を参照してください。

– How to enforce password complexity on a NetScaler appliance
– NetScaler command reference

NetScaler CLIコマンドについて詳しくは、『NetScalerコマンドリファレンスガイド』を参照してください。

NetScaler BLXアプライアンスにアクセスし、NetScaler GUIを使用して ADC機能を構成する

NetScaler GUIには、構成ユーティリティとダッシュボードユーティリティが含まれています。

次のリストは、専用モードと共有モードで展開された BLXアプライアンスの管理 IPアドレスを示しています。

• 専用モードの BLX：NetScaler IPアドレス（NSIP）
• 共有モードの BLX: Linuxホスト IPアドレス

次の表に、NetScaler GUIが使用できるデフォルトの IPアドレスとポートを示します。
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NetScaler BLX展開モード アクセスタイプ
NetScaler GUIにアクセスするため
の IPアドレスとポート

共有 HTTP <Linux host IP
address>:9080

共有 HTTPS <Linux host IP
address>:9443

専用 HTTP <NetScaler IP address
(NSIP)>:80

専用 HTTPS <NetScaler IP address
(NSIP)>:443

注：

• 共有モードでは、HTTPと HTTPSのデフォルトの管理ポート番号を変更することはできません。
• 専用モードでは、set ns paramコマンドを使用して HTTPと HTTPSのデフォルトの管理ポート
番号を変更できます。ただし、unset ns paramclear config fullまたはコマンドを使
用しても、デフォルトのポート番号は復元されません。

BLX 構成ファイル (blx.conf) の GUI にアクセスするために、これらのデフォルトポート番号を変更できます。
blx.confファイルを変更したら、BLXアプライアンスを再起動する必要があります。

NetScaler GUIにより、BLXログイン資格情報の入力を求められます。NetScaler GUIにログオンすると、構成ユ
ーティリティを使用して NetScaler ADC BLXアプライアンスを構成できます。

重要：

• デフォルトの admin (nsroot)パスワードで初めてログオンすると、セキュリティ上の理由から、BLX
アプライアンスからパスワードの変更を求めるプロンプトが表示されます。パスワードを変更したら、設
定を保存する必要があります。構成が保存されず、アプライアンスが再起動した場合は、デフォルトのパ
スワードでログオンする必要があります。プロンプトが表示されたらパスワードをもう一度変更し、設定
を保存します。

• NetScaler BLXアプライアンスでは、すべてのローカルシステムユーザーに対して、強力なパスワード
強制がデフォルトで有効になっています。強力なパスワードのデフォルトの最小長は 4文字です。強力な
パスワードには、少なくとも 1つの小文字、1つの大文字、1つの数字、およびセットに含まれる 1つの
特殊文字 (、、!、、、、、@、#、(、)、$、%^&、*)が含まれている必要があります。NetScaler BLXアプ
ライアンスの各システムユーザーのパスワードが、強力なパスワード基準に一致していることを確認しま
す。そうしないと、弱いパスワードを持つユーザはアプライアンスにアクセスできません。強力なパスワ
ード基準の詳細については、次を参照してください。

– How to enforce password complexity on a NetScaler appliance
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– NetScaler command reference

NetScaler GUIを使用して共有モードでNetScaler ADC BLXアプライアンスにアクセスするには：

1. Webブラウザを開きます。

2. 次のいずれかのアクセス方法を使用します。

• HTTP アクセスの場合は、[URL] フィールドに次のように入力します。<Linux host IP
address>:9080

• HTTPS アクセスの場合は、[URL] フィールドに次のように入力します。<Linux host IP
address>:9443

3. ログインページで、BLXログイン認証情報を入力し、[ログイン]をクリックします。

NetScaler GUIを使用して専用モードでNetScaler ADC BLXアプライアンスにアクセスするには：

1. Webブラウザを開きます。

2. 次のいずれかのアクセス方法を使用します。

• HTTP アクセスの場合は、[URL] フィールドに次のように入力します。<NetScaler IP
address (NSIP)>:80

• HTTPS アクセスの場合は、[URL] フィールドに次のように入力します。<NetScaler IP
address (NSIP)>:443

3. ログインページで、BLXログイン認証情報を入力し、[ログイン]をクリックします。

NetScaler BLXアプライアンスを構成し、NITRO APIを使用して ADC機能を構成する

NetScaler NITRO APIを使用して、NetScaler BLXアプライアンスを構成できます。NITROでは、Representa‑
tional State Transfer（REST）インターフェイスを介して機能が提供されます。そのため、NITROアプリケーシ
ョンはあらゆるプログラミング言語で開発することができます。また、Java、.NET、または Pythonで開発する必
要があるアプリケーションの場合、NITRO APIは、個別のソフトウェア開発キット (SDK)としてパッケージ化され
た関連ライブラリを通じて公開されます。

NetScaler GUIと同様に、NITRO API要求は NetScaler ADC BLX管理 IPアドレスのポート 9080（HTTP）また
は 9443（HTTPS）に送信する必要があります。

NITRO APIを使用してNetScaler ADC BLXアプライアンスを共有モードで構成するには、Webブラウザーで次
のように入力します。

http://<Linux host IP address>:9080/nitro/v1/config/<resource-type>

https://<Linux host IP address>:9443/nitro/v1/config/<resource-type>
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NITRO APIを使用して共有モードのNetScaler ADC BLXアプライアンスの統計情報を取得するには、Webブラ
ウザーで次のように入力します。

http://<Linux host IP address>:9080/nitro/v1/stats/<resource-type>

https://<Linux host IP address>:9443/nitro/v1/stats/<resource-type>

NITRO APIを使用してNetScaler ADC BLXアプライアンスを専用モードで構成するには、Webブラウザーで次
のように入力します。

http://<NetScaler IP address (NSIP)>:80/nitro/v1/config/<resource-
type>

https://<NetScaler IP address (NSIP)>:443/nitro/v1/config/<resource-
type>

NITRO APIを使用して専用モードのNetScaler ADC BLXアプライアンスの統計情報を取得するには、Webブラ
ウザーで次のように入力します。

http://<NetScaler IP address (NSIP)>:80/nitro/v1/stats/<resource-type
>

https://<NetScaler IP address (NSIP)>:443/nitro/v1/stats/<resource-
type>

NetScaler NITRO APIの使用について詳しくは、「NetScalerNITRO API」を参照してください。

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで実行している Linuxホストへの SSH
アクセスを構成します

December 6, 2023

デフォルトでは、NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで実行している Linuxホストへの SSHアクセスは、
アプライアンスの専用インターフェイスを介して行うことはできません。

NetScaler BLXアプライアンスの専用インターフェイスを介して、Linuxホストへの SSHアクセスを構成できま
す。この機能は、NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで実行している単一インターフェイスの Linuxホス
トで役立ちます。

Linuxホストへの SSHアクセスは、次のいずれかのタイプで設定できます。

Linuxホストへの SSHアクセスのタイプ SSHアクセス用の IPアドレスとポート

NetScaler BLXアプライアンスの NetScaler ADC IP
（NSIP）のポート 9022で SSHアクセスを提供します。

<NetScaler IP address (NSIP)
>:9022
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Linuxホストへの SSHアクセスのタイプ SSHアクセス用の IPアドレスとポート

NetScaler IP（NSIP）のサブネットに新しい IPアドレ
スを定義し、ポート 22で SSHアクセスを提供します。
また、Linuxホストの他のすべてのポートには、新しい
IPアドレスを使用して到達できます。たとえば、Linux
ホストでポート 514/UDPで実行されてい
るrsyslogサーバは、新しい IPアドレスのポート
514で到達可能になりました。

<new IP address on the NetScaler
IP address (NSIP)subnet>:22

はじめに

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで実行している Linuxホストへの SSHアクセスの構成を開始する前
に、次の点に注意してください。

• NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで実行している Linuxホストへの SSHアクセスを構成する手
順は、NetScaler BLXアプライアンスを共有モードで実行している Linuxホストには適用されません。

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで実行している Linuxホストへの SSHアクセスを構成す
る手順

Linuxホストへの SSHアクセスを構成するには、NetScaler BLX構成ファイル（）で次のパラメーターを設定しま
す。blx.conf

• blx-managed-host。このパラメーターは Linuxホストへの SSHアクセスを有効にします。デフォル
トでは、このパラメーターはコメント化され、0に設定されます。

• host-ipaddress。パラメータには、LinuxホストへのSSHアクセスを構成する IPアドレス（NetScaler
IP（NSIP）のサブネット内）を指定します。デフォルトでは、このパラメータにはコメントが付いており、上の
Linuxホストへの SSHアクセスが設定されます。<NetScaler IP address (NSIP)>:9022

このパラメータのコメントを外して新しい IP アドレスで設定すると、Linux ホストへの SSH アクセス
が<new IP address>:22に設定されます。

また、Linuxホストの他のすべてのポートには、新しい IPアドレスを使用して到達できます。

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで実行している Linuxホストへの SSHアクセスを構成するには：

1. Linuxホストにある NetScaler BLX構成ファイル (blx.conf)を開きます。NetScaler BLX構成ファイ
ルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. blx-managed-hostパラメータを含む行のコメントを解除し、1に設定します。

3. 次のいずれかを行います：
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• <NetScaler IP address (NSIP)>:9022で Linuxホストへの SSHアクセスを設定す
るには、次の手順を実行します。

– host-ipaddressパラメータを含む行がコメント化されていることを確認します。
• <new IP address on the NetScaler IP address (NSIP)subnet>:22で
Linuxホストへの SSHアクセスを設定するには、次の手順を実行します。

– host-ipaddressを含む行のコメントを解除し、新しい IPアドレスに設定します。

4. NetScaler BLX構成ファイル ()を保存します。blx.conf

5. Linux CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスを再起動します。

systemctl restart blx

構成例‑NetScaler IP（NSIP）アドレスを使用した Linuxホストへの SSHアクセス

専用モードの NetScaler blx.conf BLXアプライアンスのファイルの次のサンプルでは、ipaddressパラ
メーターは 198.51.100.10 に設定されています。ipaddress NetScaler IP アドレス (NSIP) を定義します。
blx-managed-hostはコメント解除され、1に設定されています。これにより Linuxホストでの SSHアクセ
スが有効になります。host-ipaddressがコメントされているので、Linuxホストへの SSHアクセスが設定さ
れています。198.51.100.10:9022

1 blx-system-config
2 {
3
4 ⋯
5 ipaddress: 198.51.100.10/24
6 ⋯
7 blx-managed-host: 1
8 ⋯
9 # host-ipaddress:

10 ⋯
11 }
12
13
14 ⋯ .
15
16 static-routes
17 {
18
19 ⋯
20 default 198.51.100.1
21 ⋯
22 }
23
24 ⋯
25 <!--NeedCopy-->
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設定例‑新しい IPアドレスを使用した Linuxホストへの SSHアクセス

専用モードのNetScaler ADCBLXアプライアンスのblx.confファイルの次のサンプル抜粋では、ipaddress
パラメーターが 198.51.100.10に設定されています。ipaddressは NetScaler ADC IPアドレス（NSIP）を定
義します。blx-managed-hostはコメント解除され、1に設定され、Linuxホストで SSHアクセスが可能にな
ります。host-ipaddressはコメント解除され、198.51.100.11に設定されます。これは、NetScaler IPアド
レス（NSIP）=198.51.100.10と同じサブネットにあります。

Linuxホストへの SSHアクセスはに設定されています 198.51.100.11:22。また、Linuxホストの他のすべ
てのポートは 198.51.100.11を使用して到達可能です。たとえば、Linuxホストのポート 514/UDPで実行されて
いるrsyslogサーバは、198.51.100.11:514で到達可能になりました。

1 blx-system-config
2 {
3
4 ⋯
5 ipaddress: 198.51.100.10/24
6 ⋯
7 blx-managed-host: 1
8 ⋯
9 host-ipaddress: 198.51.100.11/24

10 ⋯
11 }
12
13
14 ⋯ .
15
16 static-routes
17 {
18
19 ⋯
20 default 198.51.100.1
21 ⋯
22 }
23
24 ⋯
25
26 <!--NeedCopy-->

NetScaler BLXアプライアンスは、show ns IP操作の一環として、タイプがホスト IPとして 198.51.100.11と表
示します。198.51.100.11は、NetScaler BLXアプライアンスのどの機能にも関与しません。

1 > show ns ip
2 Ipaddress Traffic Domain Type Mode Arp

Icmp Vserver State
3 --------- -------------- ---- ---- ---

---- ------- ------
4 1) 198.51.100.10 0 NetScaler IP Active Enabled

Enabled NA Enabled
5 2) 192.0.0.1 0 SNIP Active Enabled

Enabled NA Enabled
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6 3) 198.51.100.11 0 Host IP Active Enabled
Enabled NA Enabled

7
8 Done
9 <!--NeedCopy-->

NetScaler BLXアプライアンスの自動構成サポート

December 6, 2023

NetScaler BLXアプライアンスでは、次の自動構成機能がサポートされています。

すべての LinuxホストNICポートを専用ポートとして自動的に追加するようにNetScaler BLXアプラ
イアンスを構成します

NetScaler BLXアプライアンスは、すべての Linuxホスト NICポートをアプライアンスの専用ポートとして自動的
に追加するように構成できます。この自動構成では、blx-managed-hostを 1に設定し、NetScaler BLX構
成ファイル（blx.conf）interfaceのパラメーターを含む両方の行にコメントする必要があります。

アプライアンスは、すべての LinuxホストNICポートを専用ポートとして自動的に追加します。また、アプライアン
スは DPDK互換の NICポートを自動的に検出し、Linuxホスト上の DPDK VFIOモジュールにバインドします。

注：

NetScaler BLXアプライアンスは、Linuxホストボンディングインターフェイス（リンクアグリゲーションチ
ャネル）を自動的に追加しませんが、ボンディングインターフェイスのすべてのメンバー NICポートをアプラ
イアンスの一部として追加します。

すべての LinuxホストNICポートを専用ポートとして自動的に追加するようにNetScaler BLXアプライアンスを
構成するには：

1. Linuxホストに存在する NetScaler ADC BLX構成ファイル（blx.conf）を開きます。NetScaler BLX構成
ファイルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. blx-managed-hostパラメータを含む行のコメントを解除し、1に設定します。
3. interfaceパラメータを含む両方の行にコメントを付けます。
4. NetScaler BLX構成ファイル ()を保存します。blx.conf
5. Linux CLIで次のコマンドを実行して NetScaler BLXアプライアンスを再起動します。SystemCtl restart

blx
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設定例

次のblx.confファイルの抜粋では、blx-managed-hostのコメントが解除され、1 に設定され、
interfacesパラメータがコメント化されています。

1 blx-system-config
2 {
3
4 blx-managed-host: 1
5
6 ⋯
7 # interfaces:
8 ⋯
9 # interfaces:

10 }
11
12 <!--NeedCopy-->

サンプル出力—設定前

すべての Linuxホスト NICポートを専用ポートとして自動的に追加するように NetScaler BLXアプライアンスを
構成する前に、Linuxホスト CLIには、次の出力例に示すように、Linuxホストが所有するすべてのNICポート名が
表示されます。

1 root@localhost#ls /sys/class/net
2 eth0 eth1 eth2
3 <!--NeedCopy-->

サンプル出力—設定後

NetScaler BLXアプライアンスを構成して再起動すると、すべての Linuxホスト NICポートがアプライアンスの専
用ポートとして自動的に追加されます。Linuxホスト CLIは、次のサンプル出力に示すように、Linuxホストが所有
する NICポート名を表示しません。

1 root@localhost#ls /sys/class/net/
2 blx0
3 <!--NeedCopy-->

NetScaler BLX CLIには、次のサンプル出力に示すように、専用ポートとして追加されたすべての Linuxホスト
NICポートが表示されます。この出力では、Linuxホストの NICポート eth0—eth2がアプライアンスの専用ポー
ト 0/3—0/5として表示されます。

1 > sh interface summary
2
3 ------------------------------------------------------------------------------------------
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4 Interface MTU MAC Suffix
5 ------------------------------------------------------------------------------------------

6 1 0/1 65535 ba:0d:1a:8d:3d:a8 NetScaler Linux
Interface

7 2 0/2 1500 0e:b8:c6:58:d0:22 NetScaler Linux
Interface

8 3 0/3 1500 be:ee:16:cd:b5:8c NetScaler Linux
Interface

9 4 0/4 1500 72:92:6d:36:67:b2 NetScaler Linux
Interface

10 5 0/5 1500 7a:53:00:ce:94:6d NetScaler Linux
Interface

11 <!--NeedCopy-->

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで構成して、NSIPアドレスとデフォルトゲートウェイを
自動的に設定します

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで構成して、アプライアンスの NSIPアドレスとデフォルトゲートウ
ェイを自動的に設定できます。この自動構成では、blx-managed-hostを 1に設定し、NetScaler BLX構成
ファイル（blx.conf）ipaddressdefaultのおよびパラメーターを含む行にコメントする必要があります。ア
プライアンスは、Linuxホストで最も優先順位の高いゲートウェイルートを持つデフォルトポートとして、専用の
NICポートの 1つを選択します。デフォルトポートの IPアドレスとデフォルトゲートウェイは、NetScaler BLXア
プライアンスの NSIPアドレスおよびデフォルトゲートウェイとして設定されます。

Linuxホスト上でデフォルト・ゲートウェイが構成されていない専用ポートがない場合、アプライアンスは IPアド
レスが割り当てられたデフォルト・ポートとして専用ポートをランダムに選択します。

デフォルトポートに複数の IPアドレスが割り当てられている場合、NetScaler BLXアプライアンスは、NetScaler
BLX構成ファイル（blx.conf）でNSIPアドレスを手動で設定するように求めるエラーメッセージを CLIに表示しま
す。

NetScaler BLXアプライアンスを専用モードで構成して NSIPアドレスとデフォルトゲートウェイを自動的に構成
するには：

1. Linuxホストに存在する NetScaler ADC BLX構成ファイル（blx.conf）を開きます。NetScaler BLX構成
ファイルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. blx‑managed‑hostパラメーターを含む行のコメントを解除し、1に設定します。
3. ipaddressパラメータを含む行にコメントを付けます。
4. static-routesセクション内のdefaultパラメータを含む行にコメントを付けます。
5. NetScaler BLX構成ファイル ()を保存します。blx.conf
6. Linux CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスを再起動します。systemctl

restart blx
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設定例

次のblx.conf ファイルの抜粋では、blx-managed-hostのコメントが解除されて 1 に設定され、
ipaddressおよびdefaultパラメータがコメント化されています。

1 blx-system-config
2 {
3
4 ⋯
5 blx-managed-host: 1
6 ⋯
7 # ipaddress:
8 }
9

10
11 ⋯
12
13 static-routes
14 {
15
16 # default route to configure in the dedicated interfaces mode
17 # default
18 }
19
20 <!--NeedCopy-->

サンプル出力—設定前 NetScaler BLXアプライアンスを NSIPアドレスとデフォルトゲートウェイを自動的に構
成するように専用モードで構成する前に、Linuxホスト CLIは次の出力例に示すように、Linuxホストが所有するす
べての NICポート名を表示します。

1 root@localhost#ifconfig eth0
2
3 eth0: flags=4163<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST> mtu 1500
4 inet 10.102.174.76 netmask 255.255.255.0 broadcast

10.102.174.255
5 inet6 fe80::35a6:c9ab:a90b:3ed7 prefixlen 64 scopeid 0x20<

link>
6 inet6 fe80::c48:cdfa:e950:5a9a prefixlen 64 scopeid 0x20<link

>
7 inet6 fe80::7158:97e0:d273:9c28 prefixlen 64 scopeid 0x20<

link>
8 ether be:ee:16:cd:b5:8c txqueuelen 1000 (Ethernet)
9 RX packets 110347232 bytes 22354130155 (20.8 GiB)

10 RX errors 0 dropped 0 overruns 0 frame 0
11 TX packets 15972165 bytes 12755654219 (11.8 GiB)
12 TX errors 0 dropped 0 overruns 0 carrier 0 collisions 0
13
14 2: eth1: <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 1500 qdisc mq state UP

group default qlen 1000
15 link/ether 72:92:6d:36:67:b2 brd ff:ff:ff:ff:ff:ff
16 inet 1.1.1.1/24 scope global eth1
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17 valid_lft forever preferred_lft forever
18 3: eth2: <BROADCAST,MULTICAST,UP,LOWER_UP> mtu 1500 qdisc mq state UP

group default qlen 1000
19 link/ether 7a:53:00:ce:94:6d brd ff:ff:ff:ff:ff:ff
20 inet 2.2.2.2/24 scope global eth2
21 valid_lft forever preferred_lft forever
22
23 root@localhost#ip route show
24 default via 10.102.174.1 dev eth0 proto static metric 104
25 default via 1.1.1.10 dev eth1 metric 105
26 default via 2.2.2.10 dev eth1 metric 106
27 1.1.1.0/24 dev eth1 proto kernel scope link src 1.1.1.1
28 2.2.2.0/24 dev eth2 proto kernel scope link src 2.2.2.2
29 10.102.174.0/24 dev eth0 proto kernel scope link src 10.102.174.76

metric 104
30
31 <!--NeedCopy-->

サンプル出力—設定後 NetScaler BLXアプライアンスを構成して再起動すると、専用の 0/3ポート（Linux NIC
ポート eth0）がデフォルトポートとして選択されます。これは、ポートに最も優先順位の高いゲートウェイルートが
あるためです eth0。eth0割り当てられた IPアドレス 10.102.174.76とゲートウェイは、NetScaler BLX CLI
の次の出力に示すように、NetScaler BLXアプライアンスの NSIPアドレスとゲートウェイとして設定されます。

1 > sh interface summary
2
3 -------------------------------------------------------------------------

4 Interface MTU MAC Suffix
5 -------------------------------------------------------------------------

6 1 0/1 65535 ba:0d:1a:8d:3d:a8 NetScaler Linux
Interface

7 2 0/2 1500 0e:b8:c6:58:d0:22 NetScaler Linux
Interface

8 3 0/3 1500 be:ee:16:cd:b5:8c NetScaler Linux
Interface

9 4 0/4 1500 72:92:6d:36:67:b2 NetScaler Linux
Interface

10 5 0/5 1500 7a:53:00:ce:94:6d NetScaler Linux
Interface

11
12 > sh ip
13
14 Ipaddress Traffic Domain Type Mode
15 --------- -------------- ---- ----
16 1) 10.102.174.76 0 NetScaler IP Active
17 2) 192.0.0.1 0 SNIP Active
18 3) 1.1.1.1 0 SNIP Active
19 4) 2.2.2.2 0 SNIP Active
20 Done
21
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22
23 > sh route
24 Network Netmask Gateway/OwnedIP Type
25 ------- ------- --------------- ----
26 1) 0.0.0.0 0.0.0.0 10.102.174.1 STATIC
27 2) 127.0.0.0 255.0.0.0 127.0.0.1 PERMANENT
28 3) 1.1.1.0 255.255.255.0 1.1.1.1 DIRECT
29 4) 2.2.2.0 255.255.255.0 2.2.2.2 DIRECT
30 5) 10.102.174.0 255.255.255.0 10.102.174.76 DIRECT
31 6) 192.0.0.0 255.255.255.0 192.0.0.1 DIRECT
32 Done
33 >
34
35 <!--NeedCopy-->

制限事項と使用ガイドライン

December 6, 2023

NetScaler BLXアプライアンスに関連する制限事項と使用上のガイドラインを次に示します。

• set ns hostname コマンドを使用して NetScaler BLX アプライアンスのホスト名を設定すると、
Linuxホストのホスト名も変更されます。

• LA/LACPチャネルに関連する制限事項は次のとおりです。

– LA/LACPチャネルは、共有モード NICインターフェイスではサポートされていません。
– LA/LACPチャネルは、専用NICインターフェイス間、または DPDK NICインターフェイス間でのみサ
ポートされます。

– LA/LACPチャネルは blx1および ns1仮想インターフェイスではサポートされていません。

• 高可用性は、NetScaler BLXアプライアンスでは専用モードでのみサポートされます。

• NetScaler BLXアプライアンスの高可用性は、AmazonWeb Services（AWS）やOracleクラウドインフ
ラストラクチャ（OCI）などのパブリッククラウドプラットフォームではサポートされていません。

• nsinternalユーザーログインが無効になっている場合、NetScaler BLXアプライアンスの高可用性は
サポートされません。

• ホストモードで有効になっている NetScaler BLXの高可用性セットアップでは、HAノードを追加または削
除すると、新しい構成が適用されるまでホストアクセスが失われます。接続を復元するには、ホストへの接続
を再試行する必要があります。

• Webアプリケーションファイアウォール（WAF）は、専用モードのNetScaler BLXでのみサポートされます。
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• 専用モードで展開された NetScaler BLXアプライアンスでは、mgmt-http-port BLX構成ファイルに
指定されている管理HTTPまたはHTTPSポート（または mgmt-https-port）設定は適用されません。
デフォルトでは、80と 443のポート番号は HTTPと HTTPSの管理アクセス専用です。

専用モードの NetScaler BLXアプライアンスのこれらのポートを変更するには、NetScalerコマンドを使用
する必要があります。

set ns param (-mgmthttpport <value> | -mgmthttpsport <value>)。

例：

set ns param -mgmthttpport 2080"

• Linuxホストでファイアウォールが有効になっている場合は、SYSLOGポートに加えてNetScaler BLX管理
ポートに例外を追加しなければならない場合があります。

• NetScaler BLXアプライアンスの安定した起動には約 45秒かかる場合があります。

• NetScaler BLX構成はファイルに保存されます。/nsconfig/ns.confセッション間で構成を使用で
きるようにするには、構成を変更するたびに構成を保存する必要があります。

NetScaler BLX CLIを使用して実行構成を表示するには

NetScaler BLX CLIプロンプトで、次のように入力します。

show ns runningConfig

NetScaler BLX CLIを使用して構成を保存するには

コマンドプロンプトで入力します：

save ns config

• の NetScaler /nsconfig/ns.conf BLX構成がファイルよりも優先されます。/etc/blx/blx.
conf

• NetScaler BLXアプライアンスは、NetScaler BLXワーカープロセスごとに割り当てられたメモリが 1 GB
未満の場合、起動しません。

• Linux環境に NetScaler BLXアプライアンスをインストールすると、次のシステム設定が変更されます。
ip_forwardは 1に設定されます。

• NetScaler BLXアプライアンスをアンインストールすると、blx.conf BLX構成ファイルはそのまま保持
され、としてバックアップされます。blx.conf.rpmsave

このバックアップ構成ファイルを、同じ Linuxホストに新しくインストールした NetScaler BLXアプライア
ンスに適用するには、ファイルの名前を手動で元の名前に戻す必要があります。blx.conf

• NetScaler BLXアプライアンスにパケットドロップ関連の問題が発生する可能性があるため、NetScaler
BLXアプライアンスを次の Ubuntuバージョンで実行することはお勧めしません。

Ubuntu version 16.04.5 with kernel version 4.4.0-131-generic

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 44



NetScaler BLX 14.1

• 次の条件が満たされると、CentOS Linuxバージョン 8.0ホストまたは Oracle Linuxバージョン 8.0ホス
トに導入された NetScaler BLXアプライアンスが起動しないか、正しく機能しないことがあります。

– SELinuxポリシーは Linuxホストで有効になっています。SELinuxは、systemdプロセスで一
部の NetScaler BLXシステムファイルが実行されないようにします。

回避策:Linux SELinuxホストで無効にします。

• NetScaler BLXアプライアンスのインストールは、Ubuntuバージョン 18以降を実行している Debianベ
ースの Linuxホストで失敗し、次の依存関係エラーが発生することがあります。

The following packages have unmet dependencies: blx-core-libs:
i386 : PreDepends: libc6:i386 (>= 2.19)but it is not installable

回避策：NetScaler BLXアプライアンスをインストールする前に、Linuxホスト CLIで次のコマンドを実行
します。

1. dpkg –add-architecture i386
2. ‘apt‑アップデートを取得
3. apt-get install libc6:i386

• NetScaler BLXアプライアンスは、最大 9つの NICポート（DPDK NICポート、または非 DPDK NICポー
ト、またはその両方）をサポートします。

DPDKポートを備えたNetScaler ADC BLXアプライアンスに固有の制限

• 一部の古い CPUモデルで実行されている Linuxホストでは、DPDKポートを備えた NetScaler ADC BLX
アプライアンスの起動に失敗することがあります。

例:

– Intel(R) Xeon(R) CPU E5‑2690 v4@ 2.60 GHz

– Intel(R) Xeon(R) CPU E5504@ 2.00 GHz

• NetScaler BLXアプライアンスの実行中に DPDKモジュールにバインドされた NICをバインド解除すると、
Linuxホストがクラッシュすることがあります。

• DPDKポートを備えた NetScaler ADC BLXアプライアンスは、DPDKポートのない NetScaler ADC BLX
アプライアンスと比較して、再起動に少し時間がかかります。

• DPDKでバインドされた Linuxポートはすべて自動的に NetScaler BLXアプライアンス専用になり、他の
DPDK Linuxアプリケーションには使用できません。

• VMware仮想化プラットフォームの Linuxホスト仮想マシン上で稼働する NetScaler BLXは、ワーカープ
ロセスの数が 2の累乗（2）である場合にのみ、VMXNET3ネットワークポートを DPDKポートとしてサポー
トします。たとえば、1、2、4、8などです。
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• NetScaler ADCアプライアンスは、DPDKポートでのみトランクモードまたは VLANタギングをサポートし
ます。

NetScaler BLXアプライアンスでの DPDKMellanoxポートの制限

• NetScaler BLXアプライアンスは、一度に 1種類の DPDKポートのみをサポートします。たとえば、すべて
のMellanoxポートまたはすべての Intelポートのいずれかです。

• NetScaler BLXアプライアンスは、Mellanoxポート用のMLX5 DPDKドライバーのみをサポートします。

• MLX5 DPDKドライバーとその制限の詳細については、MLX5 DPDKの公式ドキュメントを参照してくださ
い。

• Mellanox NICとその制限の詳細については、Mellanoxの公式ドキュメントを参照してください。

NetScaler BLXクラスター

July 19, 2023

NetScaler BLXクラスタは、単一のシステムとして連携して動作する NetScaler ADC BLXアプライアンスのグル
ープです。
クラスタの各アプライアンスはノードと呼ばれます。NetScaler BLXクラスタには、ノードとしてわずか 1台また
は最大 32個の NetScaler ADC BLXアプライアンスを含めることができます。

はじめに

このセクションでは、NetScaler BLXクラスターをセットアップするための前提条件と注意点を示します。

• NetScalerクラスタ機能について理解していることを確認してください。詳しくは、「NetScalerクラスター」
を参照してください。

• NetScaler BLXアプライアンスの各 Linuxホストに次の構成が存在することを確認します。

– NTPは各 Linuxホストで設定されます。

* Oracle LinuxでNTPを構成する方法の詳細については、Oracle Linuxの公式ドキュメントを参
照してください。

* Ubuntu Linuxで NTPを設定する方法の詳細については、Ubuntu Linuxの公式ドキュメント
を参照してください。

* CentOS LinuxでNTPを構成する方法について詳しくは、CentOS Linuxの公式ドキュメントを
参照してください。
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– NetScaler BLXアプライアンスがクラッシュするたびにコアダンプを生成するために、各 Linuxホス
トでコアダンプが有効になります。

– NetScaler BLXアプライアンスに関連するログについては、各 Linuxホストでログメッセージの繰り
返しを減らすためのログとrsyslog設定が構成されます。

• クラスタは、NetScaler BLXアプライアンスでは専用モードでのみサポートされます。

• NetScalerクラスタの一般的な前提条件はすべて、NetScaler BLXクラスタにも適用されます。

NetScaler BLXクラスターをセットアップするための一般的な前提条件について詳しくは、「NetScalerク
ラスターの一般的な前提条件」を参照してください。

• NetScaler BLXクラスターでサポートされている NetScaler ADC機能の詳細については、NetScaler BLX
クラスターの NetScaler ADC機能のサポートマトリックスを参照してください。

• Terraformを使用して NetScaler展開を自動化する方法については、以下を参照してください。

– GitHub上の NetScalerテラフォームプロバイダー
– GitHub上の NetScaler Terraform自動化スクリプト

• NetScaler BLXクラスタのセットアップは、AmazonWeb Services（AWS）クラウドなどのパブリックク
ラウドプラットフォームではサポートされていません。

NetScaler BLXクラスターの制限事項

NetScaler BLXクラスターには次の制限があります。

• INCモードはサポートされていません。

• CLAGベースのトラフィック分散はサポートされていません。

• スタンドアロンの NetScaler ADC BLXアプライアンスのすべての制限は、NetScaler BLXクラスタにも適
用されます。

NetScaler BLXアプライアンスの制限について詳しくは、「NetScaler BLXの制限事項」を参照してくださ
い。

NetScaler BLXクラスターのセットアップ

NetScaler BLXクラスターを設定するには、NetScaler ADCクラスターで NetScaler ADCクラスターをセットア
ップするための一般的な手順に従います。このドキュメントセットには、NetScaler ADCクラスターに関する一般
情報が含まれています。このドキュメントセットの情報は、NetScaler BLXクラスターにも適用されます。

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 47

https://docs.netscaler.com/ja-jp/citrix-adc/current-release/clustering/cluster-prerequisites.html
https://docs.netscaler.com/ja-jp/citrix-adc/current-release/clustering/cluster-prerequisites.html
https://docs.netscaler.com/ja-jp/citrix-adc/current-release/clustering/cluster-features-supported.html
https://docs.netscaler.com/ja-jp/citrix-adc/current-release/clustering/cluster-features-supported.html
https://github.com/citrix/terraform-provider-citrixadc
https://github.com/citrix/terraform-provider-citrixadc
https://docs.netscaler.com/ja-jp/blx/current-release/limitations-blx.html
https://docs.netscaler.com/ja-jp/citrix-adc/current-release/clustering/
https://docs.netscaler.com/ja-jp/citrix-adc/current-release/clustering/


NetScaler BLX 14.1

NetScaler BLXアプライアンスの圧縮コアダンプを構成する

December 6, 2023

アプライアンスがクラッシュしたときにコアダンプを生成するように NetScaler BLXアプライアンスを構成できま
す。

コアダンプを生成するには、NetScaler BLX構成ファイル（blx.conf）でコアダンプパラメーターを有効にします。
コアダンプは、core_patternファイルで指定されたパターンに従って生成されます。

1 /proc/sys/kernel/core_pattern
2 <!--NeedCopy-->

core_patternファイルにパターンがない場合は、NetScaler BLXアプライアンスのコアダンプ用に次のパタ
ーンが追加されます。

1 /var/core/core-%e-sig%s-user%u-group%g-pid%p-time%t.zip
2 <!--NeedCopy-->

注：

コアダンプが Linux ホストでシステム全体で有効になっている場合、NetScaler BLX アプライアンスは、
core-dumpsパラメーターが無効になっているか、ファイル内でコメントされている場合でも、コアダンプ
を生成します。blx.conf

NetScaler BLXアプライアンスの Linuxホストで圧縮コアダンプを構成するには：

1. Linuxホスト上に存在する NetScaler BLX構成ファイル (blx.conf)を開きます。NetScaler BLX構成
ファイルの完全なパスは次のとおりです。/etc/blx/blx.conf

2. core-dumps パラメータを含む行のコメントを解除し、1 or enableyesまたはに設定します。例：
core-dumps: yes

3. blx.confファイルを保存します。
4. Linux CLIで次のコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスを再起動します：systemctl

restart blx。

NetScaler BLXアプライアンスをアップグレードする

December 6, 2023

NetScaler BLXの各リリースでは、機能が強化された新機能と更新された機能が提供されます。NetScalerでは、
NetScaler BLXアプライアンスを最新リリースにアップグレードして、新機能やバグ修正を利用することをお勧め
します。すべてのリリース発表に付随するリリースノートには、拡張機能、既知の問題点、およびバグ修正の包括的
なリストが含まれています。
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NetScaler BLXアプライアンスをアップグレードする前に

アップグレードプロセスを開始する前に、次の点を確認してください。

• 組織のサポート契約を評価します。NetScalerテクニカルサポートまたは NetScaler認定パートナーからの
サポートに関するサポート契約と連絡先の詳細を文書化します。

• また、アップグレードを開始する前に、ライセンスフレームワークと使用できるライセンスの種類を理解する
ことも重要です。詳しくは、「NetScaler BLXライセンス」を参照してください。

•「新規および廃止されたコマンド、パラメータ、SNMP OID」トピックを確認してください。
• FAQのトピックを確認してください。
• テスト環境でアップグレード手順を確認します。

NetScaler BLXアプライアンスをアップグレードする手順

NetScaler BLXアプライアンスのアップグレードは、次の手順で構成されます。

1. アップグレードのために、目的の NetScaler ADC BLXリリースパッケージを Linuxホストにダウンロード
します。

2. Linuxホストで NetScaler ADC BLXリリースパッケージを展開します。
3. Linuxホスト CLIでコマンドを実行して、NetScaler BLXアプライアンスをアップグレードします。

NetScaler BLXインストールパッケージを Linuxホストにダウンロードするには：

1. NetScaler BLXの公式ダウンロードページにアクセスしてください。

2. 目的の [NetScalerリリース] > [ NetScaler BLXイメージビルド]ページに移動します。

3. NetScaler BLXリリースパッケージを Linuxホストにダウンロードします。

Linuxホスト CLIを使用してNetScaler ADC BLXアプライアンスをアップグレードするには：

1. NetScaler BLXリリースパッケージを展開し、作業ディレクトリを抽出された NetScaler ADC BLXリリー
スディレクトリに変更します。

1 tar -zxvf blx-<release number>-<build-number>.tar.gz
2
3 cd <path to the extracted NetScaler BLX release package directory>
4 <!--NeedCopy-->

サンプル出力:

次のサンプル出力は、Linuxホストの/var/blxinstallディレクトリに既にダウンロードされている
NetScaler ADC BLXリリースパッケージblx-13.1-27.59.tar.gzが解凍済みであることを示して
います。次に、作業ディレクトリが抽出されたディレクトリに変更されます blx-13.1-27.59。

1 > cd /var/blxinstall
2

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 49

https://docs.netscaler.com/ja-jp/blx/current-release/licensing-blx.html
https://docs.netscaler.com/ja-jp/citrix-adc/current-release/upgrade-downgrade-citrix-adc-appliance/new-deprecated-commands-parameters-snmp-oids.html
https://docs.netscaler.com/en-us/blx/current-release/faqs-blx.html
https://www.citrix.com/downloads/citrix-adc/bare-metal-adc/


NetScaler BLX 14.1

3 > tar -zxvf blx-13.1-27.59.tar.gz
4
5 > cd blx-13.1-27.59
6
7 > pwd
8 /var/blxinstall/blx-13.1-27.59
9

10 <!--NeedCopy-->

2. Red Hatエンタープライズ Linux (RHEL)ホストまたは Debianベースの Linuxホストで実行されている
NetScaler BLXアプライアンスをアップグレードします。

• Red Hatエンタープライズ Linux (RHEL)ベースのホストで以下のコマンドを実行します。

1 yum – y install ./*rpm
2 <!--NeedCopy-->

• Debianベースの Linuxホストで以下のコマンドを実行します。

1 apt – y install ./*deb
2 <!--NeedCopy-->

アップグレード後にNetScaler ADC BLXアプライアンスのエンティティステータスを確認する

NetScaler BLXアプライアンスをアップグレードしたら、次のエンティティのステータスを確認します。

• 仮想サーバは UP状態です
• モニタはアップ状態です
• すべての証明書がアプライアンスに存在します。
• すべてのライセンスがアプライアンスに存在します。

よくある質問とトラブルシューティング

December 6, 2023

NetScaler BLXとは何ですか

これは、Linuxホスト上で一連のプロセスとして実行される NetScaler ADCベアメタルソフトウェアバージョンで
す。
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NetScalerベアメタルバージョンが必要なのはなぜですか

NetScaler BLXアプライアンスは仮想マシンのオーバーヘッドがなく、シンプルなのでパフォーマンスが向上しま
す。また、NetScaler BLXアプライアンスを任意のサーバーハードウェアで実行することもできます。

NetScaler BLX、CPX、VPXアプライアンスの違いを教えてください

これらはすべて NetScaler ADCのソフトウェアバージョンですが、NetScaler VPXは仮想アプライアンスであり、
サーバーにインストールされたハイパーバイザー上で実行する必要があります。

NetScaler CPXは NetScaler ADCコンテナ化されたバージョンであり、コンテナ内に存在する必要があります。
NetScaler BLXは、Linuxシステムでネイティブに動作する軽量のソフトウェアパッケージです。

それぞれをいつ使うのですか

NetScaler VPX、CPX、BLXは、ハイブリッドマルチクラウドへの移行をサポートする、業界で最も包括的なソフト
ウェア中心の ADCラインナップです。次の表に、違いとユースケースに関するガイダンスを示します。

Product 使用例 特性

NetScaler VPX（ハイパーバイザー
経由）

ハードウェアインフラストラクチャ
の仮想化、共通インフラストラクチ
ャ上でのワークロードの統合

ハードウェアや OSに依存しない、
完全な分離、マルチテナンシーのサ
ポート

NetScaler CPX（コンテナ付き） DevOps、マイクロサービス、自動
ステージング、テスト、デプロイ、
East‑Westトラフィック

軽量、省スペース、APIゲートウェイ
機能、マイクロサービス中心、認証

NetScaler BLX（ベアメタルサーバ
ー上）

高トラフィック負荷、ミッションク
リティカルなアプリケーション、遅
延の影響を受けやすいワークロード、
North‑Southトラフィック

軽量なソフトウェアパッケージで
VMのオーバーヘッドなし

ハイパーバイザーやコンテナがないとはどういう意味ですか

ハイパーバイザー変換レイヤーやコンテナがないため、NetScaler BLXソフトウェアは基盤となるハードウェアを
より細かく制御できるため、パフォーマンスが向上します。また、ハイパーバイザーソフトウェアに追加コストがか
からないことも意味します。

NetScaler BLXアプライアンスを任意のサーバーハードウェアで実行できますか

はい。ハードウェアは関係ないため、ハードウェア互換性リスト (HCL)はありません。
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NetScaler BLXアプライアンスを Linuxサーバーにインストールするにはどうすればよいですか

NetScaler BLXは、.rpmファイル形式 (Red Hatパッケージマネージャー)と.deb (Debianベース)として配布
されています。これらの 2つの形式は、多くの Linuxディストリビューションで使用されており、業界では事実上の
標準となっています。

NetScaler BLXソフトウェアの展開を自動化できますか?

はい。NetScaler .rpm.deb BLXアプライアンスをサポートまたは展開できる、データセンター内のすべてのソ
フトウェア展開ツール。また、Citrixアプリケーション配信マネージャー（ADM）は、NetScaler BLXアプライア
ンスを展開できます。

NetScaler BLXが Linux OS搭載のサーバーにインストールされている場合、他の標準 Linuxパッケ
ージまたはアプリケーションを同じサーバーにインストールできますか

はい。他の標準 Linuxパッケージまたはアプリケーションは NetScaler BLXと一緒に実行できます。

NetScaler BLXはどのようにパッケージ化されていますか

NetScaler BLXには、スタンダード、アドバンスト、プレミアムの通常の NetScaler ADCエディションがありま
す。

NetScaler BLXアプライアンスはどのように購入できますか

NetScaler BLXは、プールされたキャパシティと vCPUサブスクリプションの価格設定に対する資格です。vCPU
サブスクリプションでは、NetScaler BLXが使用している CPUの数に基づいて、ライセンスがソフトウェアに適用
されます。プールキャパシティでは、展開された各 NetScaler ADC BLXは、関連する処理能力に加えてインスタン
スを消費します。

現在NetScaler VPXアプライアンスに使用されているNetScalerライセンスをNetScaler BLXアプ
ライアンスに使用することはできますか?

はい。NetScalerプールライセンスは NetScaler BLXアプライアンスにも使用できます。

NetScaler BLXアプライアンスをワンアームモードとツーアームモードで同時に展開できますか?

はい。
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NetScaler BLXアプライアンスは独自のネットワークスタックを使用しますか、それとも Linuxホスト
のネットワークスタックを使用しますか?

専用モードのNetScaler ADC BLXアプライアンスは、独自のネットワークスタックを使用します。共有モードでは、
NetScaler BLXアプライアンスは Linuxホストのネットワークスタックを使用します。

NetScaler BLXアプライアンスは高可用性をサポートしていますか

NetScaler BLXアプライアンスが専用モードで展開されている場合にのみ、高可用性がサポートされます。高可用性
セットアップの詳細については、「高可用性」を参照してください。

共有モードのNetScaler ADC BLXアプライアンスと専用モードのNetScaler ADC BLXアプライアン
スの間に高可用性ペアを設定できますか

いいえ。

NetScaler BLXアプライアンスとNetScaler ADC VPXまたは CPXアプライアンスの間に高可用性ペ
アを設定できますか

いいえ。

NetScaler BLXアプライアンスを仮想化された Linux仮想マシンで実行できますか?

はい、非 DPDKモードの NetScaler ADC BLXアプライアンスは、仮想化された Linux仮想マシンで実行できま
す。

NetScaler BLXアプライアンスは x86 Linux以外のプラットフォームでサポートされていますか

いいえ。NetScaler BLXアプライアンスは、Interlまたは AMD x86‑64（64ビット）Linuxプラットフォームでの
みサポートされています。

NetScaler BLXアプライアンスの管理 IPアドレスは何ですか?

次のリストは、専用モードまたは共有モードで展開された NetScaler ADC BLXアプライアンスの管理 IPアドレス
を示しています。

• 専用モードの NetScaler ADC BLXアプライアンス：NetScaler IPアドレス（NSIP）
• 共有モードの NetScaler ADC BLX：Linuxホストの IPアドレス
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専用モードのNetScaler ADC BLXアプライアンスの管理 IPアドレス（NSIP）が BLX構成ファイル
（blx.conf）で変更されましたが、NetScaler BLXアプライアンスにはまだ古い管理 IPアドレスがあり
ますか

専用モードの NetScaler BLXアプライアンスの管理 IPアドレスは、次のいずれかの方法で構成されない限り、常に
BLX構成ファイル（）で設定された IPアドレス（ipaddressパラメーターblx.conf）です。

• NetScaler BLX CLI: NetScaler BLX set ns config CLIでコマンドを実行し、管理 IPアドレスを変
更します。構成の変更は、NetScaler BLXの保存済み構成ファイル（/nsconfig/ns.conf）に保存されます。

• NetScaler BLX GUI：NetScaler BLX GUIの構成ユーティリティ画面で、右上隅にある歯車アイコンをク
リックし、NSIPアドレスペインをクリックして管理 IPアドレスを変更します。

構成の変更は、NetScaler BLXの保存済み構成ファイル（/nsconfig/ns.conf）に保存されます。

ns.confファイルでの変更は、常に blx.confファイルよりも優先されます。

systemctl start blxコマンドを実行してもNetScaler BLXアプライアンスが起動しません
か?

• NetScaler BLXブートログファイル（）で、BLX構成ファイル（/etc/blx/blx.conf）の解析エラーに関連す
るログがないか調べてください。/var/log/blx-boot.log

• SYSLOGファイル (/var/log/messages)でクラッシュ関連のログまたはエラーログを探します。

NetScaler BLXアプライアンスに DPDKポートが表示されませんか

NetScaler BLXアプライアンスで使用される Linuxホストポートが DPDKにバインドされていることを確認しま
す。
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